
首
相
と
一
騎
打
ち
の
公
算

大
き
な
課
題
だ
」
と
述
べ
た
。

　

政
府
は
昨
年
６
月
に
「
定

年
引
き
上
げ
の
検
討
を
進
め

る
」
と
閣
議
決
定
し
、
今
年

２
月
に
延
長
の
必
要
性
な
ど

を
検
討
す
る
よ
う
人
事
院
に

要
請
し
て
い
た
。
意
見
書
は
、

少
子
高
齢
化
で
労
働
力
が
減

少
し
て
い
る
と
し
て
「
行
政

サ
ー
ビ
ス
維
持
の
た
め
に
必

要
だ
」
と
指
摘
し
た
。

　

具
体
的
な
仕
組
み
で
は
、

若
手
の
昇
進
ペ
ー
ス
が
遅
く

な
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
６
０

歳
に
達
し
た
管
理
職
を
下
位

の
ポ
ス
ト
に
降
格
さ
せ
る「
役

職
定
年
制
」
の
導
入
を
提
言
。

人
件
費
の
抑
制
策
と
し
て
、

６
０
歳
に
な
っ
た
翌
年
度
以

降
の
月
給
の
３
割
カ
ッ
ト
を

求
め
た
。

　

１
８
年
度
の
給
与
は
、
一

般
的
な
職
員
で
、
月
給
を

前
年
度
よ
り
平
均
６
５
５
円

（
０
・
１
６
％
）
引
き
上
げ
、

ボ
ー
ナ
ス
は
夏
と
冬
を
合
わ

せ
て
月
給
の
４
・
４
５
カ
月

分
（
０
・
０
５
カ
月
増
）
と

　
【
共
同
】
自
民
党
の
石
破
茂
元
幹
事
長
は
１
０
日
夕
、
国
会
内
で
記
者
会
見
し
、

９
月
の
党
総
裁
選
へ
の
立
候
補
を
正
式
に
表
明
し
た
。
連
続
３
選
を
目
指
す
安
倍

晋
三
首
相
（
党
総
裁
）
と
の
一
騎
打
ち
と
な
る
公
算
が
大
き
く
、
６
年
ぶ
り
の
選

挙
戦
と
な
る
見
通
し
。
安
倍
政
権
の
経
済
政
策
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
や
憲
法
改
正
と
い
っ

た
政
策
に
加
え
、
森
友
、
加
計
学
園
問
題
を
巡
る
首
相
の
政
権
運
営
を
念
頭
に
「
正

直
、
公
正
」
な
政
治
姿
勢
を
対
立
軸
に
据
え
徹
底
的
な
論
戦
を
挑
む
。

「
正
直
、公
正
」対
立
軸
に

か
停
職
と
指
針
で
定
め
る
こ

と
も
報
告
し
た
。

　

定
年
延
長
の
実
施
時
期
は

明
示
せ
ず
、
政
府
に
判
断
を

委
ね
た
。
政
府
内
で
は
２
１

年
度
か
ら
３
年
ご
と
に
１
歳

ず
つ
延
長
し
、
３
３
年
度
に

６
５
歳
と
す
る
案
が
浮
上
。

検
討
を
進
め
、
１
９
年
の
通

常
国
会
で
の
関
連
法
案
提
出

を
目
指
す
。
官
邸
で
一
宮
な

ほ
み
人
事
院
総
裁
か
ら
意
見

書
と
勧
告
を
受
け
取
っ
た
安

倍
晋
三
首
相
は
、
定
年
延
長

に
つ
い
て
「
少
子
化
が
進
む

中
、
人
材
を
ど
の
よ
う
に
活

用
す
る
か
が
官
民
に
関
わ
る

　
【
共
同
】
人
事
院
は
１
０

日
、
国
家
公
務
員
の
定
年
を

現
在
の
６
０
歳
か
ら
段
階
的

に
６
５
歳
ま
で
延
長
す
る
よ

う
求
め
る
意
見
書
を
国
会
と

内
閣
に
提
出
し
た
。
延
長
後

の
給
与
は
７
割
程
度
に
抑
え

る
。
実
現
す
れ
ば
民
間
や
自

治
体
に
も
波
及
し
そ
う
だ
。

２
０
１
８
年
度
の
給
与
改
定

は
月
給
、
ボ
ー
ナ
ス
と
も
に

５
年
連
続
で
引
き
上
げ
を
勧

告
。
学
校
法
人「
森
友
学
園
」

を
巡
る
財
務
省
の
決
裁
文
書

改
ざ
ん
を
踏
ま
え
、
公
文
書

偽
造
な
ど
悪
質
な
行
為
を
し

た
職
員
の
処
分
は
懲
戒
免
職

人
事
院
、民
間
波
及
も

給
与
５
年
連
続
引
き
上
げ

す
る
な
ど
首
相
へ
の
対
決
姿

勢
を
鮮
明
に
し
た
。

　

憲
法
改
正
に
つ
い
て
は
総

裁
選
の
論
点
に
な
る
と
明
言

し
た
上
で
、
参
院
選
「
合
区
」

解
消
や
大
規
模
災
害
時
に
対

応
す
る
緊
急
事
態
条
項
の
新

設
を
優
先
す
べ
き
だ
と
主
張

し
た
。
そ
の
一
方
で
９
条
改

正
に
つ
い
て
は
「
国
民
の
深
い

理
解
が
必
要
だ
」
と
述
べ
る

に
と
ど
め
た
。

　

災
害
に
一
元
対
応
す
る「
防

災
省
」
設
置
や
、
安
全
や
安

心
を
最
大
限
に
確
保
し
原
発

の
割
合
を
減
ら
し
て
い
く
考

え
も
説
明
し
た
。
詳
細
な
政

策
は
後
日
発
表
す
る
。

　

石
破
氏
は
自
身
が
率
い
る

石
破
派
と
竹
下
派
の
参
院
側

の
支
持
を
足
掛
か
り
に
、
国

会
議
員
票
（
４
０
５
票
）
と

自民党総裁選への立候補を
正式に表明する石破元幹事
長＝１０日夕、 国 会（ 共 同）

人事院の一宮なほみ総裁から人事院勧告を受け取る安倍首相＝１０
日午前、首相官邸（共同）

連絡が取れなくなった群馬県
防災ヘリ「はるな」（ＪＡ２００
Ｇ）（群馬県ホームページより）

石破氏、立候補を正式表明

９
人
乗
り
群
馬
防
災
ヘ
リ
墜
落

Ｇ
Ｄ
Ｐ
年
１
・
９
％
増

２
０
年
ま
で
に
宇
宙
軍
創
設

２
人
死
亡
、
７
人
容
体
不
明

４
〜
６
月
、
２
期
ぶ
り
プ
ラ
ス

米
政
権
計
画
、
中
ロ
に
対
抗

「
頼
れ
る
人
い

な
い
」
３
０
％

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
男
性

　
【
共
同
】
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
が
「
日

頃
の
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
」

で
頼
れ
る
人
の
有
無
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
６
５
歳
以
上

で
１
人
暮
ら
し
の
男
性
の
約

３
０
％
が
「
い
な
い
」
と
答

え
た
こ
と
が
１
０
日
、
分
か
っ

た
。
女
性
は
９
・
１
％
に
と

ど
ま
り
、
男
性
が
地
域
で
孤

立
し
や
す
い
傾
向
が
浮
き
彫

り
と
な
っ
た
。

　
「
生
活
と
支
え
合
い
に
関
す

る
調
査
」
で
、
同
研
究
所
が

２
０
１
７
年
７
月
、
１
８
歳

以
上
の
男
女
約
２
万
６
千
人

に
調
査
票
を
配
布
。
世
帯
構

成
や
年
齢
、
性
別
ご
と
に
回

答
を
分
析
し
た
。

　
「
日
頃
の
ち
ょ
っ
と
し
た
手

助
け
」
で
頼
れ
る
人
が
い
る

か
ど
う
か
、
と
の
問
い
に
は
、

６
５
歳
以
上
で
１
人
暮
ら
し

の
男
性
３
２
３
人
、
女
性

６
２
８
人
が
回
答
。
男
性
は

「
い
る
」
が
５
４
・
２
％
、「
い

な
い
」
３
０
・
３
％
、「
人
に

頼
ら
な
い
」
１
５
・
５
％
だ
っ

た
。
女
性
は
「
い
る
」
が

８
０
・１
％
、「
い
な
い
」
９
・

１
％
、「
人
に
頼
ら
な
い
」

１
０
・
８
％
。
男
女
と
も
他

人
を
当
て
に
せ
ず
、
自
力
で

解
決
す
る
と
い
う
人
が
一
定

割
合
を
占
め
た
。

　
「
介
護
や
看
病
で
頼
れ
る

人
」
の
有
無
で
は
、
男
性

の
５
８
・
２
％
、
女
性
の

４
４
・
９
％
が
「
い
な
い
」
と

答
え
、い
ず
れ
も
高
水
準
だ
っ

た
。
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歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

国
家
公
務
員
の
定
年
６
５
歳
に

同
数
の
地
方
票
（
党
員
・
党

友
票
）
を
取
り
込
み
、
巻
き

返
し
を
狙
う
。
会
見
で
は
竹

下
派
参
院
側
の
支
持
に
謝
意

を
表
し
た
。

　

総
裁
選
は
「
９
月
７
日
告

示
―
２
０
日
投
開
票
」
の
日

程
で
実
施
す
る
見
込
み
。
出

馬
意
欲
を
持
つ
野
田
聖
子
総

務
相
は
国
会
議
員
２
０
人
の

推
薦
人
集
め
が
難
航
し
て
お
り
、
立
候
補
が
困
難
な
情
勢

に
な
っ
て
い
る
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
ペ

ン
ス
米
副
大
統
領
は
９
日
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
宇
宙
軍

を
創
設
す
る
計
画
を
国
防
総

省
で
発
表
し
「
米
国
は
宇
宙

で
優
位
性
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
宣
言
し
た
。

宇
宙
空
間
を
陸
海
空
に
続
く

「
新
た
な
戦
場
」
と
位
置
付

け
、
衛
星
攻
撃
兵
器
の
開
発

な
ど
を
急
ぐ
中
国
や
ロ
シ
ア

　
【
共
同
】
１
０
日
午
前

１
０
時
す
ぎ
、
９
人
が
乗
っ

た
群
馬
県
の
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
「
は
る
な
」（
天
海
紀

幸
機
長
）
が
飛
行
中
に
消
息

を
絶
っ
た
。
捜
索
し
て
い
た

航
空
自
衛
隊
ヘ
リ
が
午
後
２

時
４
５
分
ご
ろ
、
同
県
中
之

条
町
の
山
中
に
墜
落
し
て
い

る
の
を
発
見
し
た
。
県
に
よ

る
と
、
搭
乗
者
は
防
災
航
空

隊
員
４
人
と
吾
妻
広
域
消
防

本
部
の
５
人
。
空
自
は
、
機

体
の
残
骸
の
周
辺
で
乗
員
と

み
ら
れ
る
８
人
を
見
つ
け
、

う
ち
病
院
に
運
ば
れ
た
２
人

の
死
亡
を
県
が
確
認
し
た
。

６
人
の
容
体
は
不
明
。
残
る

１
人
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

　

国
土
交
通
省
な
ど
に
よ
る

と
、
ヘ
リ
は
１
１
日
に
開
通

す
る
群
馬
、
長
野
、
新
潟
の

県
境
の
稜
線
を
結
ぶ
登
山
道

「
ぐ
ん
ま
県
境
稜
線
ト
レ
イ

ル
」
の
状
況
を
上
空
か
ら
確

か
め
る
た
め
に
飛
行
し
て
い

た
。
地
上
の
目
標
物
な
ど
を

目
視
す
る
「
有
視
界
飛
行
」

だ
っ
た
。

　

県
に
よ
る
と
、
１
０
日
午

前
９
時
１
５
分
ご
ろ
に
前
橋

市
内
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
離
陸
、

１
０
時
４
５
分
ご
ろ
に
戻
る

予
定
だ
っ
た
。
同
９
時
２
８

分
に
乗
員
と
消
防
本
部
が
無

線
交
信
し
た
の
が
最
後
の
連

絡
で
、
衛
星
利
用
測
位
シ
ス

テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
を
用
い
た

位
置
情
報
が
１
０
時
１
分
に

途
絶
え
た
。

　
「
は
る
な
」
の
機
種
は
ベ

ル
４
１
２
Ｅ
Ｐ
で
、
定
員
は

１
５
人
。
１
９
９
７
年
５
月

に
運
用
を
開
始
し
、
総
飛
行

時
間
は
７
千
時
間
を
超
え
て

　
【
共
同
】
内
閣
府
が
１
０

日
発
表
し
た
２
０
１
８
年

４
〜
６
月
期
の
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
季
節
調
整

値
）
速
報
値
は
、
物
価
変
動

を
除
く
実
質
で
前
期
比
０
・

５
％
増
、
こ
の
ペ
ー
ス
が
１

年
間
続
く
と
仮
定
し
た
年
率

換
算
は
１
・
９
％
増
と
な
り
、

２
四
半
期
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
成

長
へ
転
じ
た
。
企
業
の
設
備

投
資
が
伸
び
を
主
導
し
た
ほ

か
、
冬
場
に
悪
天
候
で
失
速

す
る
よ
う
勧
告
し
た
。
政
府

は
関
係
閣
僚
会
議
で
協
議
の

上
、
対
応
を
決
め
る
。

　

長
時
間
労
働
の
是
正
を

巡
っ
て
は
、
残
業
時
間
の

上
限
を
原
則
年
間
３
６
０

時
間
、
多
忙
な
部
署
は
同

７
２
０
時
間
と
人
事
院
規
則

に
明
記
す
る
。
働
き
方
改
革

　

首
相
は
１
１
日
に
山
口
県

に
入
り
、
党
山
口
県
連
会
合

で
あ
い
さ
つ
を
予
定
す
る
。

総
裁
選
出
馬
に
言
及
す
る
可

能
性
も
あ
り
、
石
破
氏
と
と

も
に
動
き
が
活
発
化
し
そ
う

だ
。

　

石
破
氏
は
会
見
で
「
政
治

が
国
民
に
誠
実
で
、
謙
虚
で
、

正
直
に
勇
気
を
持
っ
て
真
実

を
語
る
姿
勢
が
必
要
だ
」
と

強
調
し
た
。
安
倍
政
権
で
不

祥
事
が
相
次
い
だ
こ
と
を
踏

ま
え
「
政
治
・
行
政
の
信
頼

回
復
１
０
０
日
プ
ラ
ン
」
を

作
成
し
、
年
内
に
実
行
に
移

す
考
え
を
示
し
た
。

　

同
時
に
、
首
相
の
政
治
主

導
の
手
法
に
関
し
「
組
織
の

中
に
誤
り
が
あ
れ
ば
、
き
ち

ん
と
お
わ
び
す
る
。
官
僚
組

織
に
責
任
転
嫁
し
な
い
。
そ

う
あ
り
た
い
」
と
指
摘
。
内

閣
人
事
局
の
見
直
し
を
提
起

を
中
央
省
庁
で
も
進
め
る
の

が
狙
い
で
、
順
守
を
義
務
付

け
る
が
、
罰
則
は
設
け
な
い
。

　

財
務
省
で
は
事
務
次
官
に

よ
る
記
者
へ
の
セ
ク
ハ
ラ
問
題

も
起
き
た
た
め
、
一
般
人
が

公
務
員
か
ら
セ
ク
ハ
ラ
を
受

け
た
場
合
の
相
談
窓
口
を
新

設
す
る
と
し
た
。

い
る
。
昨
年
度
は
山
岳
救
助

や
患
者
搬
送
な
ど
で
４
０
３

回
飛
行
し
た
。
エ
ン
ジ
ン
不

良
の
た
め
今
年
４
〜
６
月
に

修
理
を
実
施
。
２
０
２
０
年

度
に
更
新
予
定
だ
っ
た
。

　

運
航
は
東
邦
航
空
に
委
託

し
て
お
り
、
防
災
航
空
隊
員

の
う
ち
天
海
機
長
と
整
備
士

の
２
人
は
同
社
社
員
だ
っ
た
。

上
空
か
ら
の
確
認
は
、
登
山

道
が
１
１
日
に
開
通
す
る
の

を
受
け
て
、
同
消
防
本
部
か

ら
の
依
頼
で
実
施
し
た
。

　

前
橋
地
方
気
象
台
に
よ
る

と
、
機
体
の
発
見
現
場
に
近

い
同
県
草
津
町
の
１
０
日
午

前
１
１
時
ご
ろ
の
天
候
は
曇

り
で
、
弱
い
風
が
吹
い
て
い

た
と
い
う
。

し
て
い
た
個
人
消
費
も
持
ち

直
す
な
ど
内
需
が
拡
大
。
輸

出
の
減
速
を
補
っ
て
、
９
四

半
期
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
だ
っ

た
１
〜
３
月
期
か
ら
浮
上
し

た
。

　

成
長
率
は
、
年
率
１
％
余

り
と
見
込
ん
で
い
た
市
場
関

係
者
の
平
均
的
な
想
定
を
上

回
っ
た
。
茂
木
敏
充
経
済
再

生
担
当
相
は
「
先
行
き
も
景

気
回
復
が
期
待
さ
れ
る
」
と

す
る
一
方
、
世
界
的
な
貿
易

摩
擦
と
い
っ
た
「
通
商
問
題

の
動
向
や
海
外
経
済
の
不
確

実
性
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
の
談
話
を
出
し
た
。

　

内
訳
は
、
個
人
消
費
が
前

期
比
０
・
７
％
増
で
２
四
半

期
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
。
前
期
に

大
雪
な
ど
で
野
菜
価
格
の
高

騰
を
招
い
た
悪
影
響
が
解
消

し
た
ほ
か
、
自
動
車
や
家
電

の
購
入
が
増
え
た
。
企
業
の

好
業
績
や
東
京
五
輪
関
連
の

需
要
を
背
景
に
建
設
機
械
な

ど
の
出
荷
が
伸
び
、
設
備
投

資
は
１
・
３
％
増
と
７
四
半

期
連
続
で
増
加
し
た
。

に
対
抗
す
る
狙
い
が
あ
る
。

　

宇
宙
軍
を
陸
海
空
軍
や
海

兵
隊
、
沿
岸
警
備
隊
と
同
格

の
「
第
６
の
組
織
」
と
す
る

方
針
。
独
立
し
た
新
た
な
軍

が
実
現
す
れ
ば
１
９
４
７
年

の
空
軍
創
設
以
来
と
な
る
。

新
軍
の
創
設
に
は
米
議
会
の

同
意
が
必
要
だ
が
、
議
会
や

軍
で
は
膨
大
な
予
算
へ
の
懸

念
な
ど
か
ら
反
対
論
が
根
強

く
、
曲
折
も
予
想
さ
れ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
６

月
、
現
在
は
主
に
空
軍
が
管

轄
し
て
い
る
宇
宙
分
野
を
独

立
さ
せ
た
軍
の
設
立
を
国
防

総
省
に
指
示
し
て
い
た
。

　

ペ
ン
ス
氏
は
９
日
の
演
説

で
、
宇
宙
分
野
の
進
出
を
加

速
さ
せ
る
中
ロ
と
の
競
争
が

激
化
し
て
い
る
と
し
て
「
敵

は
既
に
宇
宙
で
戦
い
を
挑
ん

で
い
る
」
と
強
調
し
、
議

会
に
迅
速
な
立
法
を
求
め

た
。
今
後
５
年
間
で
宇
宙

安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
整
備
費

と
し
て
８
０
億
ド
ル
（
約

８
９
０
０
億
円
）
の
追
加
拠

出
を
要
請
す
る
考
え
も
示
し

た
。
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　ブラジル沖
おき

縄
なわ

県
けん

人
じん

移
い

民
みん

110 周
しゅう

年
ねん

に際
さい

し、3日
か

間
かん

にわたって記
き

念
ねん

祭
さい

典
てん

が行
おこな

われました。
感
かん

動
どう

と喜
よろこ

びいっぱいの 3日
か

間
かん

でした。ご協
きょう

力
りょく

くださいました会
かい

員
いん

の皆
みな

様
さま

、ボランティア
の皆

みな

様
さま

や若
わか

者
もの

達
たち

、ご参
さん

加
か

いただいた全
すべ

ての方
かた

々
がた

の献
けん

身
しん

的
てき

な活
かつ

動
どう

と結
けっ

束
そく

力
りょく

のおかげで盛
せい

大
だい

に開
かい

催
さい

でき、そして大
だい

成
せい

功
こう

を収
おさ

める事
こと

が出
で

来
き

ました。心
こころ

より感
かん

謝
しゃ

いたします。 
　調

ちょう

和
わ

の心
こころ

を堅
けん

持
じ

し、各
かく

自
じ

のルーツを大
たい

切
せつ

にしながら「イチャリバチョーデー」の精
せい

神
しん

をもって、より良
よ

い明
あ

日
す

、より良
よ

い世
せ

界
かい

を築
きず

くため、共
とも

に働
はたら

き続
つづ

け、共
とも

に前
ぜん

進
しん

しましょう。

ブラジル沖
おき
縄
なわ
県
けん
人
じん
会
かい

ブラジル沖
おき
縄
なわ
文
ぶん
化
か
センター会

かい
長
ちょう

島
し ま

袋
ぶくろ

栄
え い

喜
き

１１０周
しゅう
年
ねん
記
き
念
ねん
祭
さい
典
てん

  実
じっこういいんちょう
行委員長

上
う え

原
は ら

テーリオ

ブラジル沖
お き

縄
な わ

県
け ん

人
じ ん

移
い

民
み ん

110 周
し ゅ う

年
ね ん



ア
ウ
キ
ミ
ン
に
質
問
が
集
中

以
下
、
ア
ク
レ
州
６
３
・
９

人
や
セ
ア
ラ
ー
州
５
９
・
１

人
と
続
く
。
こ
れ
ら
の
州
の

殺
人
発
生
率
は
、
１
６
年
の

国
別
発
生
率
で
最
高
だ
っ
た

中
米
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
５
５

人
を
上
回
っ
て
い
る
。
今
年

２
月
に
連
邦
政
府
に
よ
る
治

安
部
門
直
接
統
治
が
始
ま
っ

た
リ
オ
州
の
殺
人
発
生
率
は

４
０
・４
人
で
、１
１
位
だ
っ

た
。

　

殺
人
発
生
率
が
低
か
っ
た

の
は
、
下
か
ら
順
に
聖
州

（
１
０
・
７
人
）、
サ
ン
タ
カ

タ
リ
ー
ナ
州（
１
６
・５
人
）、

連
邦
直
轄
区
（
１
８
・
２
人
）

だ
。

　

昨
年
は
年
明
け
早
々
、
ア

マ
ゾ
ナ
ス
州
や
北
大
河
州
で

大
規
模
な
刑
務
所
暴
動
が
起

き
、
多
数
の
死
者
も
出
た
。

　

Ｆ
Ｂ
Ｓ
Ｐ
の
レ
ナ
ト
・
デ
・

リ
マ
会
長
は
、「
麻
薬
組
織

が
縄
張
り
や
金
を
巡
っ
て

堂
々
と
抗
争
を
繰
り
広
げ
て

お
り
、
ア
ク
レ
州
や
北
大
河

州
な
ど
の
状
況
を
悪
化
さ
せ

　

９
日
夜
、
バ
ン
デ
イ
ラ
ン
テ
ス
局
で
今
回
の
大
統
領
選
で
は
初
と
な
る
候
補
者

の
討
論
会
が
開
か
れ
た
が
、
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
候
補
が
参
加
せ
ず
、
高
支
持

率
の
極
右
候
補
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
（
社
会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
に
質

問
が
あ
ま
り
飛
ば
な
い
な
ど
、
議
論
の
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る
内
容
と
な
っ
た
。

１
０
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

ム
レ
ス
労
働
者
運
動
（
Ｍ
Ｔ

Ｓ
Ｔ
）
に
よ
る
土
地
の
不
法

占
拠
を
皮
肉
っ
た
。

　

ま
た
、
ア
ル
ヴ
ァ
ロ
・
ジ

ア
ス
氏
（
ポ
デ
モ
ス
）
が
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
女
性
蔑
視
的

な
言
動
を
攻
撃
し
た
の
に
対

し
て
は
、「
私
は
強
姦
犯
罪

者
に
薬
を
飲
ま
せ
て
性
欲
を

失
わ
せ
た
り
す
る
「
化
学
的

な
処
罰
」
の
実
施
を
提
案
し

て
い
る
が
、
そ
れ
に
反
対
し

て
い
る
の
は
左
翼
政
党
の
女

性
た
ち
だ
」
と
返
し
た
。

　

他
の
候
補
が
標
的
に
し
た

の
は
、
連
立
政
党
数
最
多
を

誇
る
ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・
ア
ウ
キ

ミ
ン
氏
（
民
主
社
会
党
・
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
だ
っ
た
。

　

マ
リ
ー
ナ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
氏

（
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
）
は
、
ア
ウ
キ

ミ
ン
氏
は
「
テ
メ
ル
大
統
領

と
距
離
を
置
く
素
振
り
を
見

せ
な
が
ら
、
選
挙
を
有
利
に

す
る
だ
け
の
た
め
に
テ
メ
ル

政
権
の
連
立
政
党
と
大
型
連

立
を
組
ん
だ
」
と
批
判
し
た

が
、
同
氏
は
「
私
は
政
界
改

革
の
方
向
に
進
ん
で
お
り
、

そ
れ
に
は
多
く
の
協
力
者
が

必
要
だ
」
と
返
し
た
。

　

本
面
で
報
じ
た
よ
う
に
、

い
ま
ひ
と
つ
盛
り
上
が
り
に

欠
け
た
９
日
の
大
統
領
選
の

テ
レ
ビ
討
論
会
。
だ
が
、
そ

の
参
加
者
中
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
最
も
話
題
に
な
っ
た
の

は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
で
も
ア

ウ
キ
ミ
ン
氏
で
も
な
く
、
泡

沫
候
補
の
カ
ボ
・
ダ
シ
オ
ロ

　

ま
た
、
エ
ン
リ
ケ
・
メ

イ
レ
レ
ス
氏
（
民
主
運
動
）

が
、
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
が
生
活

扶
助
（
ボ
ル
サ
・
フ
ァ
ミ
リ

ア
）を
ほ
め
た
こ
と
に
関
し
、

「
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
は
、
ル
ー
ラ
政

権
が
あ
の
制
度
を
導
入
し
た

当
時
、『
施
し
程
度
の
扶
助
』

と
言
っ
て
批
判
し
て
い
た

が
」
と
皮
肉
る
と
、「
い
や
。

銀
行
家
の
ボ
ル
サ
（
大
金
の

扶
助
の
意
）
だ
」
と
言
っ
て
、

銀
行
家
出
身
の
メ
イ
レ
レ
ス

氏
を
あ
て
こ
す
り
な
が
ら
答

え
た
。

　

な
お
、
ル
ー
ラ
氏
は
裁
判

所
の
判
断
で
討
論
に
参
加
で

き
な
か
っ
た
。
同
氏
の
出
馬

が
正
式
に
否
認
さ
れ
た
場
合

に
Ｐ
Ｔ
候
補
と
な
る
予
定
の

ハ
ダ
ジ
氏
は
、
こ
の
放
送
の

裏
で
独
自
の
政
治
討
論
会
を

開
催
し
、
ネ
ッ
ト
で
配
信
し

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
は
攻
撃
せ
ず

て
い
る
」
と
語
る
。
２
大
麻

薬
組
織
の
州
都
第
一
コ
マ
ン

ド
（
Ｐ
Ｃ
Ｃ
、本
拠
は
聖
州
）

と
コ
マ
ン
ド
・
ヴ
ェ
ル
メ
ー

リ
ョ
（
Ｃ
Ｖ
、本
拠
リ
オ
州
）

が
、
お
よ
そ
２
年
前
に
袂
を

分
ち
、
対
立
が
激
し
く
な
っ

た
事
が
原
因
だ
と
、
専
門
家

は
分
析
し
て
い
る
。

　

ま
た
、

不
況
の
影

響
で
各
州

が
財
政
危

機
に
陥
っ

て
、
警
察

機
構
の
強

化
や
保
持

の
た
め
の

資
金
枯
渇

や
、

装

備
の
老
朽

化
、
人
員

不
足
を
引

き
起
こ
し

人
口
１
０
万
人
当
た
り
の

犠
牲
者
（
殺
人
発
生
率
）

３
０
・８
人
／
１
０
万
人（
以

下
３
０
・
８
人
の
形
で
表
記
）

も
、
世
界
１
０
位
に
入
る
。

　

ま
た
、
こ
の
内
５
１
４
４

人
は
、
警
察
の
手
に
よ
る
殺

人
だ
っ
た
。
１
日
平
均
で
は

１
４
人
が
死
亡
し
た
こ
と
に

な
り
、
１
６
年
比
で
２
０
％

増
加
し
た
。

　

殺
人
発
生
率
１
位
は

６
８
人
の
北
大
河
州
で
、

２
３
８
６
人
が
殺
さ
れ
た
。

　

伯
国
治
安
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
Ｆ
Ｂ
Ｓ
Ｐ
）
が
９
日
に

発
表
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
伯
国
で
は
２
０
１
７

年
に
、
過
去
最
多
と
な
る

６
万
３
８
８
０
人
が
殺
さ
れ

た
事
が
わ
か
っ
た
と
、
１
０

日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
て
い

る
。

　

１
日
平
均
１
７
５
人
、
１

時
間
に
７
人
が
殺
さ
れ
た
計

算
で
、
前
年
比
３
・
７
％
増

え
た
。
年
６
万
３
８
８
０

人
の
犠
牲
者
は
世
界
一
で
、

麻
薬
組
織
の
抗
争
激
化
が
一
因

北
東
部
で
マ
ラ
リ
ア
が
流
行

て
い
る
こ
と
も
、
治
安
悪

化
の
要
因
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。

　

解
決
策
と
し
て
は
、
諜
報

機
関
を
強
化
し
、
麻
薬
組
織

を
活
動
資
金
面
か
ら
攻
め
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
リ
マ

会
長
も
、「
重
装
備
を
見
せ

付
け
る
よ
う
な
路
上
警
備
強

　

こ
の
日
の
討
論
会
に
は
８
候
補
が

参
加
し
た
が
、
初
回
と
あ
っ
て
か
、

激
し
い
足
の
引
っ
張
り
合
い
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。

　

注
目
さ
れ
た
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
に
対

す
る
各
候
補
の
出
方
だ
が
、
過
激
な

発
言
と
そ
れ
が
巻
き
起
こ
す
物
議
を

喜
ぶ
傾
向
の
強
い
同
氏
の
支
持
者
の

反
応
を
気
に
し
て
か
、
同
氏
を
こ
れ

ま
で
頻
繁
に
批
判
し
て
き
た
シ
ロ
・

ゴ
メ
ス
氏
（
民
主
労
働
党
・
Ｐ
Ｄ
Ｔ
）

を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど
の
候
補
者
が

同
氏
へ
の
攻
撃
を
避
け
、
注
目
さ
せ

な
い
路
線
を
と
っ
た
。

　

そ
の
中
で
、
急
進
左
派
・
社
会
主

義
自
由
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）
候
補
の
ギ

リ
ェ
ル
メ
・
ボ
ウ
ロ
ス
氏
だ
け
が
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が
架
空
の
職
員
を
登

録
し
、
そ
の
給
与
を
自
身
の
家
庭
内

労
働
者
に
支
払
っ
て
い
た
疑
惑
に
か

み
つ
く
質
問
を
し
た
。
だ
が
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
は
「
そ
ん
な
こ
と
よ
り
、

他
人
の
家
に
踏
み
入
る
こ
と
の
方
が

恥
ず
か
し
い
」
と
切
り
返
し
、
ボ
ウ

ロ
ス
氏
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
ホ
ー

麻薬組織の抗争激化と、警察の弱体化が重なり、伯国の治
安は悪化している（参考画像・THIAGO GOMES  AG PARA）

９日の討論会 (Kelly Fuzaro/Band)

ＰＴは同時間にネット放送

エ ス ピ リ ト
サ ン ト 州

た
。
こ
の
討
論
会
に
は
、
グ

レ
イ
シ
ー
・
ホ
フ
マ
ン
Ｐ
Ｔ

党
首
、
マ
ヌ
エ
ラ
・
ダ
ヴ
ィ

ラ
氏
（
副
候
補
、
ブ
ラ
ジ
ル

共
産
党
・
Ｐ
Ｃ
ｄ
ｏ
Ｂ
）、

ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
元
総
裁
の
セ

ル
ジ
オ
・
ガ
ブ
リ
エ
ッ
リ
氏

（
Ｐ
Ｔ
）
が
参
加
し
た
。

氏
だ
っ
た
。「
パ
ト
リ
オ
ッ

タ
（
愛
国
者
）」
党
候
補
の

同
氏
は
、
話
の
中
で
頻
繁
に

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
名
前

を
出
し
、
聖
書
の
一
説
を
読

ん
だ
上
、「
こ
の
国
が
今
直

面
し
て
い
る
こ
と
は
愛
の
不

足
だ
」
と
発
言
、
こ
の
言
葉

が
ち
ょ
っ
と
し
た
流
行
に
ま

で
な
っ
て
い
る
。
事
前
の
知

名
度
も
政
見
放
送
の
持
ち
時

間
も
な
く
、
今
後
の
討
論
会

へ
の
参
加
も
微
妙
な
、
彼
の

よ
う
な
候
補
に
と
り
、
今
回

の
参
加
は
知
名
度
ア
ッ
プ
に

は
役
立
っ
た
だ
ろ
う
。
次
に

目
立
つ
機
会
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

７
月
２
８
日
に
聖
市
北
部

ト
ゥ
ク
ル
ヴ
ィ
駅
で
、
新
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。
だ
が
、
現
在
は
わ
ず

か
１
路
線
の
バ
ス
（
１
０
７

Ｔ
１
０
）
の
み
の
発
着
で
、

市
民
が
驚
い
て
い
る
。
建
設

当
初
の
宣
伝
で
は
、「
１
９

路
線
を
取
り
扱
う
」
と
い
う

約
束
だ
っ
た
の
に
、
で
き
た

タ
ー
ミ
ナ
ル
そ
の
も
の
も
、

バ
ス
が
４
台
し
か
入
れ
な
い

よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
。
地
下
鉄
１
号
線

の
北
の
終
点
駅
に
隣
接
す
る

タ
ー
ミ
ナ
ル
だ
が
、
聖
市
側

は
果
た
し
て
ど
う
い
う
運
営

が
し
た
い
の
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

９
日
の
サ
ッ
カ
ー
の
リ
ベ

ル
タ
ド
ー
レ
ス
杯
。
フ
ィ
リ

ポ
ン
新
監
督
率
い
る
パ
ル
メ

イ
ラ
ス
は
、
敵
地
で
の
セ
ー

ロ
・
ポ
ル
テ
ー
ニ
ョ
戦
で
２

―
０
と
快
勝
。
再
来
週
の
第

２
戦
を
前
に
幸
先
よ
い
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
２
得
点

を
決
め
た
ボ
ル
ハ
は
、
ア
ト

レ
チ
コ
・
ナ
シ
オ
ナ
ル
に
在

籍
中
の
一
昨
年
、
準
決
勝
以

降
の
４
試
合
で
５
得
点
と
大

暴
れ
で
チ
ー
ム
を
優
勝
に
導

い
て
い
る
。
今
大
会
で
も
既

に
８
得
点
と
相
性
が
よ
い
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
（
民
主
運

動
・
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
は
９
日
、
道

路
貨
物
輸
送
の
最
低
料
金
を

定
め
た
連
邦
法
１
３
７
０
３

号
／
１
８
を
裁
可
し
た
と
、

９
、１
０
日
付
伯
字
各
紙
・

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

最
低
料
金
の
設
定
は
、
５

月
下
旬
に
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ス

ト
を
起
こ
し
た
運
転
手
た
ち

が
解
除
の
条
件
と
し
て
政
府

に
求
め
た
も
の
だ
。
ス
ト
の

一
番
の
理
由
は
燃
料
費
高
騰

だ
が
、
運
転
手
ら
は
、
輸
送

費
を
値
切
ら
れ
、
利
益
が
出

な
い
と
も
主
張
し
て
い
た
。

　

法
案
自
体
は
最
低
料
金
を

定
め
て
い
な
い
が
、
国
家
陸

路
輸
送
庁
（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
が

燃
料
、
高
速
道
路
通
行
料
な

ど
を
考
慮
し
、
最
低
料
金
を

設
定
す
る
よ
う
定
め
て
い

る
。
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
毎
年

２
回
、
１
月
２
０
日
と
７
月

２
０
日
ま
で
に
輸
送
距
離
、

車
両
、
積
荷
の
種
類
別
に
最

低
料
金
を
決
め
る
。し
か
し
、

燃
料
費
が
想
定
額
の
１
０
％

以
上
変
動
し
た
場
合
、
金
額

は
改
定
さ
れ
る
。

　

最
初
の
最
低
料
金
表
は
、

今
年
５
月
に
発
表
さ
れ
た
。

法
案
で
は
最
低
料
金
以
下
で

の
契
約
は
禁
止
さ
れ
、
７
月

２
０
日
以
降
は
、
違
反
者
に

罰
則
が
適
用
さ
れ
る
。
違
反

者
は
、
契
約
し
た
金
額
と
最

低
料
金
と
の
差
額
の
倍
の
補

償
金
を
、
運
送
業
者
に
払
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

農
牧
業
者
を
含
む
生
産
者

は
、
輸
送
コ
ス
ト
を
引
き
上

げ
る
と
し
て
、
最
低
料
金

表
に
反
対
し
て
い
る
。
伯
国

農
牧
連
合
（
Ｃ
Ｎ
Ａ
）
の
ル

ジ
ィ
・
フ
ェ
ラ
ス
法
務
部
長

は
、「
以
前
よ
り
最
高
裁
に

出
し
て
い
た
訴
状
に
重
ね
、

追
加
訴
状
の
手
続
き
も
行
っ

た
。
最
低
料
金
表
の
即
刻
撤

廃
を
求
め
る
」
と
語
っ
た
。

　

大
統
領
は
、
法
案
に
あ
っ

た
、
ス
ト
実
行
者
へ
の
罰
金

免
除
に
は
拒
否
権
を
行
使
し

た
。
カ
ル
ロ
ス
・
マ
ル
ン
連

邦
政
府
総
務
室
長
は
、「
ス

ト
の
影
響
は
甚
大
だ
。
政
府

と
し
て
も
、
何
事
も
な
か
っ

た
か
の
よ
う
に
振
舞
う
こ
と

は
出
来
な
い
」
と
し
た
。

　

エ
ス
ピ
リ
ト
サ
ン
ト
州
北

東
部
で
マ
ラ
リ
ア
が
流
行
状

態
と
な
り
、
６
日
に
は
ヴ
ィ

ラ
・
パ
ヴ
ァ
ン
市
が
緊
急
事

態
を
宣
言
。
同
市
で
は
臨
時

の
検
査
施
設
の
設
置
や
、
虫

除
け
の
無
料
配
布
な
ど
も
始

ま
っ
た
と
１
０
日
付
伯
字

紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

マ
ラ
リ
ア
は
ハ
マ
ダ
ラ
カ

が
媒
介
し
、
４
０
度
近
い
高

熱
や
頭
痛
、
吐
き
気
な
ど
の

症
状
を
呈
す
る
。
北
部
諸
州

で
は
頻
繁
に
見
ら
れ
、
予
防

や
治
療
も
可
能
だ
が
、
エ
ス

ピ
リ
ト
サ
ン
ト
州
で
は
、
緊

急
事
態
を
宣
言
す
る
よ
う
な

流
行
状
態
は
初
め
て
だ
。

　

患
者
が
急
増
し
て
い
る
の

は
、
ヴ
ィ
ラ
・
パ
ヴ
ァ
ン
市

と
バ
ー
ラ
・
デ
・
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
市
で
、
１
０
日
朝

ま
で
に
感
染
が
確
認
さ
れ
た

患
者
の
数
は
、
前
者
が
９
２

人
、
後
者
が
２
０
人
と
な
っ

て
い
る
。
患
者
の
急
増
ぶ
り

は
、
１
０
日
付
の
新
聞
が
前

者
の
患
者
数
を
８
６
人
と
し

て
い
た
の
に
、
同
日
付
の
サ

イ
ト
は
９
２
人
と
報
じ
た
事

か
ら
も
窺
わ
れ
、
先
週
は

７
６
歳
の
男
性
が
死
亡
す
る

事
態
に
至
っ
た
。

　

当
局
は
、
二
つ
の
市
で
流

行
中
の
マ
ラ
リ
ア
は
、
北
部

に
出
か
け
た
り
、
北
部
か
ら

移
動
し
て
き
た
人
が
持
ち
込

ん
だ
り
し
た
も
の
と
見
て
い

る
が
、
こ
の
説
は
実
証
さ
れ

て
い
な
い
。
患
者
の
発
生
は

３
０
日
前
位
か
ら
あ
っ
た
よ

う
だ
が
、
当
局
が
知
る
と
こ

ろ
と
な
っ
た
の
は
先
週
で
、

車
な
ど
を
使
っ
た
殺
虫
剤
散

布
が
両
市
で
始
ま
っ
た
。

　

患
者
急
増
が
著
し
く
、
緊

急
事
態
も
宣
言
さ
れ
た
ヴ
ィ

ラ
・
パ
ヴ
ァ
ン
市
で
は
、
短

時
間
で
感
染
の
有
無
を
判
断

出
来
る
検
査
施
設
が
設
置
さ

れ
、
虫
除
け
の
無
料
配
布
や

患
者
へ
の
対
応
の
た
め
に
必

要
な
資
材
購
入
な
ど
も
行
わ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
少
な
く
と
も
３
０

日
間
は
、
祝
賀
行
事
や
宗
教

行
事
、
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
な

ど
、
不
特
定
多
数
の
人
が
一

堂
に
会
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
も
禁
じ
ら
れ
た
。

　

同
州
で
蔓
延
し
て
い
る
マ

ラ
リ
ア
原
虫
の
種
類
は
報
じ

ら
れ
て
い
な
い
が
、
熱
帯
熱

マ
ラ
リ
ア
原
虫
は
重
症
化
し

や
す
く
、
死
者
が
出
る
率
が

最
も
高
い
が
、
伯
国
で
は
通

常
、
こ
の
原
虫
に
よ
る
患
者

は
北
部
で
の
み
発
生
し
て
い

る
。
３
日
熱
マ
ラ
リ
ア
原
虫

や
４
日
熱
マ
ラ
リ
ア
原
虫
、

卵
形
マ
ラ
リ
ア
原
虫
は
一
旦

熱
が
下
が
る
な
ど
、
少
し
症

状
が
穏
や
か
だ
が
、
発
熱
を

繰
り
返
す
内
に
慢
性
化
し
、

数
カ
月
か
ら
数
年
間
潜
伏
し

て
発
症
す
る
事
が
あ
る
。

　

伯
国
で
の
マ
ラ
リ
ア
患
者

は
、
１
６
年
が
１
２
万
９
２

４
３
人
で
、
３
７
年
間
で
最

少
だ
っ
た
後
、
１
７
年
は
１

９
万
４
３
７
２
人
、
今
年
も

１
〜
６
月
で
９
万
２
３
５
７

人
と
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

聖
市
南
部
で
、
２
６
歳
の

女
学
生
が
、
は
さ
み
で
惨
殺

さ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。

第
一
容
疑
者
と
見
ら
れ
る
恋

人
の
男
性
は
、
現
在
逃
走
中

だ
。
１
０
日
付
伯
字
紙
が
報

じ
て
い
る
。

　

殺
害
さ
れ
た
の
は
ア
ウ

バ
ー
ネ
・
バ
ル
ボ
ー
ザ
・
デ
・

ジ
ェ
ス
ス
さ
ん
で
、８
日
夜
、

聖
市
南
部
シ
ダ
ー
デ
・
ア
デ

マ
ー
ル
の
自
宅
で
遺
体
で
発

見
さ
れ
た
。

　

遺
体
発
見
者
は
、
ア
ウ

バ
ー
ネ
さ
ん
の
家
族
だ
。
ア

ウ
バ
ー
ネ
さ
ん
は
親
元
を
離

れ
て
暮
ら
し
て
い
た
が
、
５

日
に
本
人
と
会
っ
た
ば
か
り

の
両
親
が
、
７
日
に
電
話
を

し
た
ら
連
絡
が
つ
か
ず
、
あ

や
し
い
と
感
じ
て
自
宅
を
訪

ね
た
と
こ
ろ
、
扉
が
閉
ま
っ

て
お
り
、
ベ
ッ
ド
の
上
で
変

死
し
て
い
た
と
い
う
。
傍
ら

に
は
殺
害
に
使
わ
れ
た
と
思

し
き
は
さ
み
が
転
が
っ
て
お

り
、
遺
体
に
は
い
く
つ
も
の

刺
し
傷
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

警
察
は
、
４
カ
月
前
か
ら

同
居
し
て
い
た
と
い
う
恋
人

を
第
一
容
疑
者
と
し
て
捜
索

中
だ
。
ア
ウ
バ
ー
ネ
さ
ん
と

恋
人
は
こ
の
と
こ
ろ
上
手
く

い
っ
て
お
ら
ず
、
口
論
を
す

る
姿
が
し
ば
し
ば
目
撃
さ
れ

て
い
た
と
い
う
。

　

聖
州
保
安
局
に
よ
る
と
、

今
年
は
１
月
か
ら
６
月
だ
け

で
、
６
４
人
も
の
女
性
が
伴

侶
や
恋
人
に
よ
っ
て
殺
さ
れ

る
「
女
性
殺
人
」
の
被
害
に

遭
っ
て
い
る
と
い
う
。

外国為替市況
中銀サイトより

8月10日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.8699  R$
買　3.8684  R$

円相場
売　0.0350  R$
買　0.0350  R$

初回はぬるい議論に終始

大
統
領
が
最
低
料
金
法
案
裁
可

ス
ト
の
罰
金
免
除
に
は
拒
否
権

か
つ
て
な
い
深
刻
さ
と
当
局

大統領選
討 論 会

伯国治安

殺
人
件
数
、１
年
で
６
万
３
千
人
超

（２）２０１８年 第５０５９号 ８月 １１日 （土曜日）

トラック輸送

26
歳
女
性
を
は
さ
み
で
惨
殺

恋
人
の
男
性
を
現
在
捜
索
中

聖　　市

化
は
経
費
ば
か
り
か
か
り
、

結
果
が
出
て
い
な
い
」
と
指

摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
強
姦
事
件
は
６
万

１
８
件
（
８
・
４
％
増
）、
マ

リ
ア
・
ダ
・
ペ
ー
ニ
ャ
法
（
妻

や
女
性
へ
の
暴
力
を
取
り
締

ま
る
法
律
）
の
対
象
と
な
る

家
庭
内
暴
力
も
２
２
万
１
２

３
８
件
（
１
日
６
０
６
件
）

起
き
た
。
専
門
家
は
、
同
種

の
犯
罪
は
全
て
が
警
察
に
届

け
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
実
際

の
件
数
は
ず
っ
と
多
い
は
ず

だ
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
殺
人
事
件
の
犠
牲

と
な
っ
た
女
性
は
４
５
３
９

人
（
６
・
１
％
増
）
で
、
内

１
１
３
３
人
は
、
女
性
で
あ

る
が
故
に
殺
さ
れ
た
女
性
殺

人
の
犠
牲
者
だ
っ
た
。

強
姦
事
件
や
女
性
へ

の
暴
力
事
件
も
多
発



　

日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

は
外が

い

国こ
く

軍ぐ
ん

隊た
い

が
占せ

ん

領り
ょ
う

中ち
ゅ
うに
制せ

い

定て
い

さ
れ
た
と
い

う
世せ

界か
い

史し

上じ
ょ
うで
も
特と

く

異い

な
素す

性じ
ょ
うを
持も

っ
て
い
る
が
、
制せ

い

定て
い

の
経け

い

緯い

に
つ
い
て
東と

う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

版ば
ん

（
東と

う

書し
ょ

）
は
こ
う
記き

述じ
ゅ
つす
る
。

　
【
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

の
制せ

い

定て
い

】　
１
９
４
５
（
昭

し
ょ
う

和わ

２
０
）
年と

し

８

月が
つ

，
日に

本ほ
ん

は
ポ
ツ
ダ
ム
宣せ

ん

言げ
ん

を
受う

け
入い

れ
て
降こ

う

伏ふ
く

し
，
第だ

い

二に

次じ

大た
い

戦せ
ん

は
終お

わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
，
日に

本ほ
ん

は
軍ぐ

ん

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

を

捨す

て
，
平へ

い

和わ

で
民み

ん

主し
ゅ

的て
き

な
政せ

い

府ふ

を
作つ

く

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

[

１
， ｐ
３
９]

　

育い
く

鵬ほ
う

社し
ゃ

版ば
ん

の
説せ

つ

明め
い

は
も
う
少す

こ

し
精く

わ

し
く
、
内な

い

容よ
う

も
異こ

と

な
っ
て

い
る
。

　
【
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

の
制せ

い

定て
い

】　
１
９
４
５
（
昭

し
ょ
う

和わ

２
０
）
年ね

ん

に

日に

本ほ
ん

は
ポ
ツ
ダ
ム
宣せ

ん

言げ
ん

を
受う

け
入い

れ
，
第だ

い

二に

次じ

大た
い

戦せ
ん

が
終お

わ

り
ま
し
た
。
連れ

ん

合ご
う

国こ
く

は〝
大だ

い

日に
っ

本ぽ
ん

帝て
い

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

の
下も

と

で
の
政せ

い

治じ

体た
い

制せ
い

が
戦せ

ん

争そ
う

の
お
も
な
原げ

ん

因い
ん

だ
と
考か

ん
が
え
〟日に

本ほ
ん

の
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

的て
き

傾け
い

向こ
う

を
復ふ

っ

活か
つ

強き
ょ
う

化か

し
て〝
連れ

ん

合ご
う

国こ
く

に
ふ
た
た
び
脅

き
ょ
う

威い

を
あ

た
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
〟徹て

っ

底て
い

し
た
占せ

ん

領り
ょ
う

政せ
い

策さ
く

を
行

お
こ
な

い
ま
し
た
。[

２
， ｐ
４
９]

　

東と
う

書し
ょ

で
は
、「
日に

本ほ
ん

は
軍ぐ

ん

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

を
捨す

て
，
平へ

い

和わ

で
民み

ん

主し
ゅ

的て
き

な
政せ

い

府ふ

を
作つ

く

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
が
、
誰だ

れ

が
「
軍ぐ

ん

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

」
だ
と
判は

ん

断だ
ん

し
て
、「
平へ

い

和わ

で
民み

ん

主し
ゅ

的て
き

な
政せ

い

府ふ

を
作つ

く

る
」

と
決き

め
た
の
か
、
主し

ゅ

語ご

が
ぼ
や
か
し
て
あ
る
。

　
こ
の
点て

ん

、
育い

く

鵬ほ
う

は
主し

ゅ

語ご

が
「
連れ

ん

合ご
う

国こ
く

」
で
あ
る
事こ

と

を
明め

い

確か
く

に
し
て
い
る
。
そ
の「
徹て

っ

底て
い

し
た
占せ

ん

領り
ょ
う

政せ
い

策さ
く

」の
一い

っ

環か
ん

と
し
て
、

「
検け

ん

閲え
つ

を
受う

け
た
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

物ぶ
つ

」
と
題だ

い

し
、
新し

ん

聞ぶ
ん

紙し

面め
ん

上じ
ょ
うに
荒あ

ら

々あ
ら

し
く
指し

示じ

の
書か

き
込こ

ま
れ
た
写し

ゃ

真し
ん

の
下し

た

で
こ
う
説せ

つ

明め
い

し
て
い

る
。

公こ
う

民み
ん

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

読よ

み
比く

ら

べ

日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

の「
不ふ

都つ

合ご
う

な
真し

ん

実じ
つ

」

２０１８年
ねん

８月
がつ

５日
か

版
ばん

　
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
占せ

ん

領り
ょ
う

期き

間か
ん

中ち
ゅ
う、
軍ぐ

ん

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

の
復ふ

っ

活か
つ

を
防ふ

せ

ぐ
た
め

と
し
て
、
徹て

っ

底て
い

し
た
検け

ん

閲え
つ

を
行お

こ
ない
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
検け

ん

閲え
つ

の
実じ

っ

態た
い

や
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

の
起き

草そ
う

に
お
い
て
果は

た
し
た
役や

く

割わ
り

へ
の
言げ

ん

及き
ゅ
うも
禁き

ん

止し

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
自じ

由ゆ
う

な
報ほ

う

道ど
う

や
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

は
大お

お

き
く
制せ

い

限げ
ん

さ
れ
ま
し
た
。[

２
， ｐ

４
９]

　

占せ
ん

領り
ょ
う

中ち
ゅ
うの
検け

ん

閲え
つ

の
実じ

っ

態た
い

は
、
江え

藤と
う

淳じ
ゅ
んに
よ
る
労ろ

う

作さ
く

で
明あ

き

ら
か
に
さ
れ
て
い
る[

ａ]

。
そ
れ
は
わ
が
国く

に

歴れ
き

史し

上じ
ょ
うか
つ

て
な
か
っ
た
規き

模ぼ

で
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

５
千せ

ん

人に
ん

を
含ふ

く

む
体た

い

制せ
い

で
、
毎ま

い

月つ
き

４
０
０
万ま

ん

通つ
う

の
私し

信し
ん

、
３
５
０
万ま

ん

通つ
う

の
電で

ん

信し
ん

を
検け

ん

閲え
つ

し
、

２
万ま

ん

５
千せ

ん

回か
い

の
電で

ん

話わ

の
盗と

う

聴ち
ょ
うを
行

お
こ
な
っ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
日に

本ほ
ん

で
発は

っ

行こ
う

さ
れ
る
す
べ
て
の
新し

ん

聞ぶ
ん

、
雑ざ

っ

誌し

、
図と

書し
ょ

、
ラ
ジ
オ
、
選せ

ん

挙き
ょ

演え
ん

説ぜ
つ

な
ど
の
事じ

前ぜ
ん

検け
ん

閲え
つ

を
行お

こ
ない
、
内な

い

容よ
う

の
修

し
ゅ
う

正せ
い

削さ
く

除じ
ょ

を
命め

い

じ
た
り
、
時と

き

に
は
発は

っ

行こ
う

禁き
ん

止し

処し
ょ

分ぶ
ん

を
行

お
こ
な
っ
て

い
た
。

　

た
と
え
ば
、
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

は
昭

し
ょ
う

和わ

２
０
（
１
９
４
５
）
年ね

ん

９

月が
つ

１
８
日に

ち

か
ら
４
８
時じ

間か
ん

の
発は

っ

行こ
う

停て
い

止し

処し
ょ

分ぶ
ん

を
受う

け
た
が
、

そ
の
理り

由ゆ
う

は
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

兵へ
い

士し

に
よ
る
暴ぼ

う

行こ
う

事じ

件け
ん

を
報ほ

う

道ど
う

し
た

こ
と
、
原げ

ん

爆ば
く

、
民み

ん

間か
ん

人じ
ん

へ
の
無む

差さ

別べ
つ

空く
う

襲し
ゅ
う、
病

び
ょ
う

院い
ん

船せ
ん

攻こ
う

撃げ
き

な

ど
の
米べ

い

軍ぐ
ん

に
よ
る
戦せ

ん

争そ
う

犯は
ん

罪ざ
い

に
触ふ

れ
た
記き

事じ

が
原げ

ん

因い
ん

だ
っ
た
。

発は
っ

行こ
う

停て
い

止し

処し
ょ

分ぶ
ん

の
後あ

と

、
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

の
論ろ

ん

調ち
ょ
うは
１
８
０
度ど

急き
ゅ
う

旋せ
ん

回か
い

し
て
、
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

べっ
た
り
に
変か

わ
っ
た
。

　

日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

は
、
こ
の
よ
う
に
言げ

ん

論ろ
ん

の
自じ

由ゆ
う

も
、
公こ

う

正せ
い

な

報ほ
う

道ど
う

も
な
い
な
か
で
、
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

に
よ
っ
て
押お

し
つ
け
ら
れ
た
も

の
だ
っ
た
。

　

東と
う

書し
ょ

は
、
新し

ん

憲け
ん

法ぽ
う

制せ
い

定て
い

に
つ
い
て
、
こ
う
記き

述じ
ゅ
つす
る
。

　
政せ

い

府ふ

が
初は

じ

め
に
作つ

く
っ
た
憲け

ん

法ぽ
う

改か
い

正せ
い

案あ
ん

は
天て

ん

皇の
う

主し
ゅ

権け
ん

を
維い

持じ

し
て
い
た
た
め〝
連れ

ん

合ご
う

国こ
く

軍ぐ
ん

最さ
い

高こ
う

司し

令れ
い

官か
ん

総そ
う

司し

令れ
い

部ぶ(

Ｇ
Ｈ

Ｑ)

は
民み

ん

主し
ゅ

化か

が
不ふ

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

で
あ
る
と
し
て
自み

ず
から
草そ

う

案あ
ん

を
作さ

く

成せ
い

１
．
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

の
制せ

い

定て
い

し
〟政せ

い

府ふ

は
そ
れ
を
基も

と

に
改か

い

正せ
い

案あ
ん

を
作つ

く

り
直な

お

し
ま
し
た
。
改か

い

正せ
い

案あ
ん

は〝
帝て

い

国こ
く

議ぎ

会か
い

で
審し

ん

議ぎ

さ
れ
〟一い

ち

部ぶ

修し
ゅ
う

正せ
い

の
う
え
可か

決け
つ

さ
れ
ま
し
た
。[

１
， ｐ
３
９]

　

日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

に
よ
る
憲け

ん

法ぽ
う

改か
い

正せ
い

案あ
ん

は
「
天て

ん

皇の
う

主し
ゅ

権け
ん

を
維い

持じ

し

て
い
た
た
め
」「
民み

ん

主し
ゅ

化か

が
不ふ

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

で
あ
る
」
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が

判は
ん

断だ
ん

し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
「
天て

ん

皇の
う

主し
ゅ

権け
ん

」
を
再ふ

た
た
び

持も

ち
出だ

し
、
そ
れ
が
「
民み

ん

主し
ゅ

化か

」
の
逆ぎ

ゃ
くで
あ
る
か
の
よ
う
に
指し

摘て
き

す
る
。「
天て

ん

皇の
う

主し
ゅ

権け
ん

」
な
る
言こ

と

葉ば

の
お
か
し
さ
は[

ｂ]

で

述の

べ
た
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
育い

く

鵬ほ
う

の
描え

が

く
過か

程て
い

は
、
こ
れ
ま
た
、
も
う
少す

こ

し
込こ

み

入い

っ
て
い
る
。

　

連れ
ん

合ご
う

国こ
く

軍ぐ
ん

最さ
い

高こ
う

司し

令れ
い

官か
ん

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は〝
憲け

ん

法ぽ
う

の
改か

い

正せ
い

を
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

に
求も

と

め
〟政せ

い

府ふ

は
大だ

い

日に
っ

本ぽ
ん

帝て
い

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

を
も
と
に

改か
い

正せ
い

案あ
ん

を
作さ

く

成せ
い

し
ま
し
た
。
し
か
し〝
連れ

ん

合ご
う

国こ
く

軍ぐ
ん

総そ
う

司し

令れ
い

部ぶ

(

Ｇ
Ｈ
Ｑ)

は
こ
れ
を
拒き

ょ

否ひ

し
〟自み

ず
から
１
週

し
ゅ
う

間か
ん

で
憲け

ん

法ぽ
う

草そ
う

案あ
ん

を

作さ
く

成せ
い

し
た
の
ち
，
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

に
受う

け
入い

れ
る
よ
う
き
び
し
く

迫せ
ま

り
ま
し
た
。

　
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

は
英え

い

語ご

で
書か

か
れ
た
こ
の
憲け

ん

法ぽ
う

草そ
う

案あ
ん

を
翻ほ

ん

訳や
く

・

修し
ゅ
う

正せ
い

し〝
改か

い

正せ
い

案あ
ん

と
し
て
１
９
４
６
（
昭

し
ょ
う

和わ

２
１
）
年ね

ん

６

月が
つ

に
帝て

い

国こ
く

議ぎ

会か
い

に
提て

い

出し
ゅ
つし
ま
し
た
。
改か

い

正せ
い

案あ
ん

は
〟一い

ち

部ぶ

の
修

し
ゅ
う

正せ
い

を
経へ

た
の
ち〝
１
１
月が

つ

３
日か

に
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

と
し
て
公こ

う

布ふ

さ
れ
〟翌よ

く

年と
し

５
月が

つ

３
日か

か
ら
施し

行こ
う

さ
れ
ま
し
た
。
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

は
戦せ

ん

後ご

の
政せ

い

治じ

原げ
ん

理り

と
し
て
国こ

く

内な
い

は
も
ち
ろ
ん
，
国こ

く

外が
い

に

も
広ひ

ろ

く
受う

け
入い

れ
ら
れ
ま
し
た
。[

２
， ｐ
３
９]

　

育い
く

鵬ほ
う

は
憲け

ん

法ぽ
う

草そ
う

案あ
ん

の
英え

い

語ご

原げ
ん

文ぶ
ん

を
写し

ゃ

真し
ん

で
示し

め

し
て
、
次つ

ぎ

の

よ
う
に
説せ

つ

明め
い

す
る
。

　
英え

い

文ぶ
ん

で
書か

か
れ
た
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

の
草そ

う

案あ
ん〝
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
民み

ん

政せ
い

局き
ょ
くは
〟各か

っ

国こ
く

の
憲け

ん

法ぽ
う

を
参さ

ん

照し
ょ
うし
な
が
ら
英え

い

文ぶ
ん

で
憲け

ん

法ぽ
う

草そ
う

案あ
ん

を

書か

き
上あ

げ
ま
し
た
。[

２
， ｐ
４
９]

　

し
か
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
な
ぜ
草そ

う

案あ
ん

を
自み

ず
か
ら
１
週

し
ゅ
う

間か
ん

で
急い

そ

い
で

作つ
く
っ
た
の
か
、
と
い
う
点て

ん

で
の
説せ

つ

明め
い

が
も
う
少す

こ

し
欲ほ

し
い
処と

こ
ろ
だ
。

そ
の
理り

由ゆ
う

は
数す

う

週し
ゅ
う

間か
ん

以い

内な
い

に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
を
チ
ェッ
ク
す
る
権け

ん

限げ
ん

を
持も

つ
極

き
ょ
く

東と
う

委い

員い
ん

会か
い

が
発ほ

っ

足そ
く

す
る
予よ

定て
い

と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
中な

か

で
ソ
連れ

ん

代だ
い

表ひ
ょ
うが
強

き
ょ
う

行こ
う

に
天て

ん

皇の
う

制せ
い

廃は
い

止し

を
要よ

う

求き
ゅ
うし
て
く
る

と
予よ

想そ
う

さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
し
て
は
、
そ
ん
な
事こ

と

に
な
れ
ば
、
日に

本ほ
ん

各か
く

地ち

で
叛は

ん

乱ら
ん

が
起お

き
て
、
占せ

ん

領り
ょ
う

統と
う

治ち

自じ

体た
い

が
頓と

ん

挫ざ

す
る
こ
と
は

目め

に
見み

え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
極

き
ょ
く

東と
う

委い

員い
ん

会か
い

が
発ほ

っ

足そ
く

す
る
ま
え

に
、
天て

ん

皇の
う

を
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うと
す
る
「
民み

ん

主し
ゅ

的て
き

」
な
新し

ん

憲け
ん

法ぽ
う

を
世せ

界か
い

に

発は
っ

表ぴ
ょ
うし
て
、
ソ
連れ

ん

の
動う

ご

き
を
封ふ

う

じ
て
し
ま
お
う
と
考か

ん
が
え
た
の
で

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を
読

よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
占せ

ん

領り
ょ
う軍ぐ
んに
よ
る
徹て

っ

底て
い

し
た
検け

ん

閲え
つ

（３） ２０１８年第５０５９号 	 ８月	１１日	（土曜日）

６
．
押お

し
つ
け
憲け

ん

法ぽ
う

無む

効こ
う

論ろ
ん

３
．「
自み

ず
か

ら
１
週し

ゅ
う

間か
ん

で

　
　

憲け
ん

法ぽ
う

草そ
う

案あ
ん

を
作さ

く

成せ
い

」

４
．「
あ
と
の
こ
と
は
す
べ
て

　
　
　

犠ぎ

牲せ
い

に
し
て
い
い
」

　

そ
の
特と

く

異い

な
素す

性じ
ょ
う

と
、
無む

改か
い

正せ
い

期き

間か
ん

の
世せ

界か
い

記き

録ろ
く

更こ
う

新し
ん

中ち
ゅ
う

と
い
う

真し
ん

実じ
つ

は
隠か

く

す
べ
き
で
は
な
い
。

７
．
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

、「
無む

改か
い

正せ
い

期き

間か
ん

」

　
　

 

に
お
い
て
世せ

界か
い

記き

録ろ
く

を
更こ

う

新し
ん

中ち
ゅ
う

あ
る
。[

ｃ]

　

し
か
し
、
憲け

ん

法ぽ
う

に
は
素し

ろ

人う
と

ば
か
り
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民み

ん

政せ
い

局き
ょ
くの
ス

タ
ッ
フ
が
１
週

し
ゅ
う

間か
ん

で
憲け

ん

法ぽ
う

草そ
う

案あ
ん

を
作つ

く

る
こ
と
に
は
無む

理り

が
あ
っ

た
。
た
と
え
ば
「
貴き

族ぞ
く

制せ
い

度ど

廃は
い

止し

で
貴き

族ぞ
く

院い
ん

は
な
く
な
る
の

で
一い

ち

院い
ん

制せ
い

に
す
る
」
と
い
う
原げ

ん

案あ
ん

に
対た

い

し
て
は
、
日に

本ほ
ん

側が
わ

か
ら

「
二に

院い
ん

制せ
い

は
議ぎ

会か
い

多た

数す
う

派は

の
独ど

く

走そ
う

に
対た

い

す
る
チ
ェッ
ク
・
ア
ン

ド
・
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
必ひ

つ

要よ
う

だ
」
と
い
う
基き

本ほ
ん

知ち

識し
き

を
講こ

う

義ぎ

さ

れ
る
始し

末ま
つ

で
あ
っ
た
。

　

ま
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民み

ん

生せ
い

局き
ょ
くに
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
（
ア
メ
リ
カ

の
左さ

翼よ
く

）
が
多お

お

く
、「
土と

地ち

お
よ
び
一い

っ

切さ
い

の
天て

ん

然ね
ん

資し

源げ
ん

の
所し

ょ

有ゆ
う

権け
ん

は
国こ

っ

家か

に
帰き

属ぞ
く

し
」
な
ど
と
い
う
条

じ
ょ
う

項こ
う

が
あ
っ
て
、
日に

本ほ
ん

側が
わ

を
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

憲け
ん

法ぽ
う

か
と
驚お

ど
ろ
か
せ
た
。
こ
の
条

じ
ょ
う

項こ
う

も
日に

本ほ
ん

側が
わ

の

反は
ん

対た
い

で
、
削さ

く

除じ
ょ

さ
れ
た
。

　

東と
う

書し
ょ

は
「
民み

ん

主し
ゅ

化か

が
不ふ

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

で
あ
る
と
し
て
自み

ず
か
ら
草そ

う

案あ
ん

を

作さ
く

成せ
い

し
」
と
書か

く
が
、
こ
れ
ら
の
逸い

つ

話わ

だ
け
で
も
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

民み
ん

政せ
い

局き
ょ
くが
「
民み

ん

主し
ゅ

化か

の
先せ

ん

生せ
い

」
で
あ
っ
た
は
ず
が
な
い
事こ

と

が
判わ

か

る
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
し
て
は
「
民み

ん

主し
ゅ

化か

憲け
ん

法ぽ
う

の
制せ

い

定て
い

」
と
い

う
既き

成せ
い

事じ

実じ
つ

を
作つ

く

っ
て
し
ま
い
、
欧お

う

米べ
い

世せ

論ろ
ん

に
天て

ん

皇の
う

訴そ

追つ
い

を

諦あ
き
らめ
さ
せ
る
だ
け
の
説せ

っ

得と
く

が
で
き
れ
ば
良よ

か
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
自じ

身し
ん

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
語か

た
っ
て
い
る
。

　
ど
ん
な
に
良よ

い
憲け

ん

法ぽ
う

で
も
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
胸む

な

元も
と

に
、
銃

じ
ゅ
う

剣け
ん

を

突つ

き
つ
け
て
受じ

ゅ

諾だ
く

さ
せ
た
憲け

ん

法ぽ
う

は
、
銃

じ
ゅ
う

剣け
ん

が
そ
の
場ば

に
と
ど

ま
っ
て
い
る
だ
け
し
か
も
た
な
い
と
い
う
の
が
自じ

分ぶ
ん

の
確か

く

信し
ん

だ
。[

ｃ]

　

占せ
ん

領り
ょ
うが
終お

わ
れ
ば
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
さ
っ
さ
と
自じ

主し
ゅ

憲け
ん

法ぽ
う

を
作つ

く
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
天て

ん

皇の
う

訴そ

追つ
い

と
い
う
最さ

い

悪あ
く

自じ

体た
い

を
避さ

け
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
で
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は

考か
ん
がえ
て
い
た
。
こ
の
思お

も

い
は
当と

う

時じ

、
首し

ゅ

相し
ょ
うだ
っ
た
幣し

で

原は
ら

も
共

き
ょ
う

有ゆ
う

し
て
い
た
。
こ
う
語か

た
っ
て
い
る
。

　
ほ
か
の
点て

ん

は
ど
ん
な
も
の
で
も
、
日に

本ほ
ん

が
独ど

く

立り
つ

を
回か

い

復ふ
く

し

た
暁

あ
か
つ
きに
は
自じ

分ぶ
ん

た
ち
で
変へ

ん

更こ
う

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

皇こ
う

室し
つ

だ
け
は
い
っ
た
ん
ぶ
ち
壊こ

わ

し
て
し
ま
っ
た
ら
取と

り
戻も

ど

す
こ

と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、す
べ
て
の
も
の
を
犠ぎ

牲せ
い

に
し
て
も
、

天て
ん

皇の
う

制せ
い

の
護ご

持じ

だ
け
は
守ま

も

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
天て

ん

皇の
う

制せ
い

の
一い

っ

点て
ん

さ
え
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
極

き
ょ
く

東と
う

委い

員い
ん

会か
い

に
対た

い

し
て
承

し
ょ
う

諾だ
く

さ
せ
て
く
れ
る
な
ら
、
あ
と
の
こ
と
は
す
べ
て
犠ぎ

牲せ
い

に
し
て
い
い
と
さ
え
思お

も
っ
て
い
る
。[

ｃ]
　

育い
く

鵬ほ
う

は
「
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

は
戦せ

ん

後ご

の
政せ

い

治じ

原げ
ん

理り

と
し
て
国こ

く

内な
い

は
も
ち
ろ
ん
，
国こ

く

外が
い

に
も
広ひ

ろ

く
受う

け
入い

れ
ら
れ
ま
し
た
」
と

結む
す

ぶ
が
、
こ
の
一い

ち

文ぶ
ん

は
い
か
に
も
「
と
っ
て
つ
け
た
」
よ
う
で
、

文も
ん

科か

省し
ょ
うの
検け

ん

定て
い

意い

見け
ん

で
や
む
な
く
入い

れ
さ
せ
ら
れ
た
か
の
よ
う

に
見み

え
る
。

　

実じ
っ

際さ
い

に
は
、
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

が
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
新し

ん

憲け
ん

法ぽ
う

草そ
う

案あ
ん

に
対た

い

し

て
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
酷こ

く

評ひ
ょ
うし
た
ア
メ
リ
カ
の
新し

ん

聞ぶ
ん

も
あ
っ
た
。

　

押お

し
つ
け
憲け

ん

法ぽ
う

無む

効こ
う

論ろ
ん

と
と
も
に
、
公こ

う

民み
ん

と
し
て
知し

っ
て

お
く
べ
き
は
、「
法ほ

う

定て
い

追つ
い

認に
ん

」
説せ

つ

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
民み

ん

法ぽ
う

１
２
５
条じ

ょ
うで
示し

め

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
た
と
え
脅

き
ょ
う

迫は
く

に
よ
る
契け

い

約や
く

で
あ
っ
て
も
、
文も

ん

句く

も
言い

わ
ず
に
履り

行こ
う

し
て
い
た
ら
追つ

い

認に
ん

し

た
も
の
と
見み

な
す
」
と
い
う
考か

ん
が
え
方か

た

で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
た
と
え
押お

し
つ
け
に
よ
る
無む

効こ
う

な
憲け

ん

法ぽ
う

で

あ
っ
て
も
、
独ど

く

立り
つ

し
て
文も

ん

句く

を
言い

え
る
状

じ
ょ
う

態た
い

に
な
っ
て
も
、
そ

の
ま
ま
守ま

も
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
憲け

ん

法ぽ
う

を
追つ

い

認に
ん

し
た
こ
と
に
な
る
。

　

当と
う

座ざ

し
の
ぎ
の
「
民み

ん

主し
ゅ

」
憲け

ん

法ぽ
う

を
即そ

く

席せ
き

で
で
っ
ち
上あ

げ
て
、

ソ
連れ

ん

な
ど
か
ら
の
天て

ん

皇の
う

訴そ

追つ
い

を
か
わ
す
と
い
う
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

の
戦せ

ん

術じ
ゅ
つは
成せ

い

功こ
う

し
た
。
し
か
し
、
彼か

れ

の
見み

通と
お

し
が
間ま

違ち
が
っ
て
い

た
点て

ん

が
一ひ

とつ
だ
け
あ
っ
た
。「
銃

じ
ゅ
う

剣け
ん

を
突つ

き
つ
け
て
受じ

ゅ

諾だ
く

さ
せ
た

憲け
ん

法ぽ
う

」
は
占せ

ん

領り
ょ
うが
終お

わ
れ
ば
す
ぐ
に
改か

い

訂て
い

さ
れ
る
だ
ろ
う
と

の
読よ

み
に
反か

え

し
て
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

は
現げ

ん

在ざ
い

ま
で
７
０
年ね

ん

以い

上
じ
ょ
う

も
手て

つ
か
ず
の
ま
ま
残の

こ

さ
れ
た
。

　

憲け
ん

法ぽ
う

学が
く

者し
ゃ

の
西に

し

修お
さ
む・
駒こ

ま

沢ざ
わ

大だ
い

学が
く

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、
戦せ

ん

後ご

４
０
年ね

ん

近ち
か

く
経た

っ
た
昭

し
ょ
う

和わ

６
０
年ね

ん

頃ご
ろ

に
、
民み

ん

生せ
い

局き
ょ
くで
憲け

ん

法ぽ
う

起き

草そ
う

に
あ

た
っ
た
人ひ

と

々び
と

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

お
こ
な
っ
た
が
、
彼か

れ

ら
の
大た

い

半は
ん

は
、

自じ

分ぶ
ん

た
ち
が
短た

ん

時じ

間か
ん

で
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
資し

料り
ょ
うも
な
い
ま
ま
作つ

く

り
上あ

げ

た
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

が
、
そ
の
後ご

一い
ち

度ど

も
改か

い

正せ
い

さ
れ
て
い
な
い
の
を

聞き

い
て
、
驚お

ど
ろい
た
と
い
う
。[

ｃ]

　

西に
し

ド
イ
ツ
は
１
９
４
９
年ね

ん

５
月が

つ

の
独ど

く

立り
つ

と
、
ほ
ぼ
同ど

う

時じ

に

基き

本ほ
ん

法ほ
う

を
制せ

い

定て
い

し
た
。
憲け

ん

法ぽ
う

と
言い

わ
な
い
の
は
、
東ひ

が
し
ド
イ
ツ

と
の
統と

う

一い
つ
が
ま
だ
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後ご

、

５
．「
余あ

ま

り
に〝
ユ
ー
ト
ピ
ア
〟的て

き

」
　
新し

ん

草そ
う

案あ
ん

が
陸り

く

・
海か

い

・
空く

う

軍ぐ
ん

を
全ぜ

ん

面め
ん

的て
き

に
廃は

い

止し

し
、
日に

本ほ
ん

は

今こ
ん

後ご

そ
の
安あ

ん

全ぜ
ん

と
生せ

い

存ぞ
ん

を
世せ

界か
い

の
平へ

い

和わ

愛あ
い

好こ
う

国こ
く

の
信し

ん

義ぎ

に
依い

存ぞ
ん

す
べ
し
と
宣せ

ん

言げ
ん

す
る
に
い
た
っ
て
は
、
余あ

ま

り
に〝
ユ
ー
ト
ピ

ア
〟的て

き

で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
現げ

ん

実じ
つ

的て
き

な
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
草そ

う

案あ
ん

を

軽か
ろ

ん
ず
る
に
至い

た

ら
し
め
る
で
あ
ろ
う
。（
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ス
）

　
こ
れ
は
日に

本ほ
ん

の
憲け

ん

法ぽ
う

で
は
な
い
―
日に

本ほ
ん

に
対た

い

す
る
ア
メ
リ
カ

の
憲け

ん

法ぽ
う

で
あ
る
。・
・
・
こ
の
憲け

ん

法ぽ
う

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

事じ

項こ
う

に
日に

本ほ
ん

の
現げ

ん

実じ
つ

か
ら
生う

ま
れ
た
思し

想そ
う

は
ひ
と
つ
も
な
い
。（
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

サ
イ
エ
ン
ス
・
モ
ニ
タ
ー
）

　
「
日に

本ほ
ん

の
現げ

ん

実じ
つ

か
ら
生う

ま
れ
た
思し

想そ
う

が
な
い
」
と
い
う
の
も

当と
う

然ぜ
ん

の
指し

摘て
き

で
、
た
と
え
ば
前ぜ

ん

文ぶ
ん

は
ア
メ
リ
カ
独ど

く

立り
つ

宣せ
ん

言げ
ん

、

合が
っ

衆し
ゅ
う

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

、
リ
ン
カ
ー
ン
の
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
ク
に
お
け
る

演え
ん

説ぜ
つ

な
ど
の
切き

り
貼は

り
で
あ
る
。
素し

ろ

人う
と

集し
ゅ
う

団だ
ん

が
一い

っ

週し
ゅ
う

間か
ん

で

作つ
く
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
も
仕し

方か
た

が
な
い
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が

「
日に

本ほ
ん

は
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
民み

ん

主し
ゅ

国こ
っ

家か

に
生う

ま
れ
変か

わ
る
」

と
欧お

う

米べ
い

世せ

論ろ
ん

を
説せ

っ

得と
く

す
る
に
は
、
分わ

か
り
や
す
い
手し

ゅ

法ほ
う

だ
っ
た

ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

の
怪あ

や

し
げ
な
素す

性じ
ょ
うは
、「
占せ

ん

領
り
ょ
う

下か

に
押お

し
つ
け
ら
れ
た
憲け

ん

法ぽ
う

は
無む

効こ
う

で
あ
る
」
と
の
「
押お

し
つ

け
憲け

ん

法ぽ
う

無む

効こ
う

論ろ
ん

」
を
生う

む
余よ

地ち

を
作つ

く

っ
た
。
た
と
え
ば
、
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

が
占せ

ん

領り
ょ
う

地ち

の
法ほ

う

律り
つ

を
改か

い

変へ
ん

す
る
こ
と
を
禁き

ん

じ
た
ハ
ー
グ

陸り
く

戦せ
ん

条じ
ょ
う

約や
く

違い

反は
ん

で
あ
る
、
な
ど
の
指し

摘て
き

が
あ
る
。

　

東と
う

書し
ょ

で
、
以い

下か

の
よ
う
に
、
さ
も
日に

本ほ
ん

国こ
く

が
自じ

主し
ゅ

的て
き

に
憲け

ん

法ぽ
う

制せ
い

定て
い

を
し
た
か
の
よ
う
に
精く

わ

し
く
書か

い
て
い
る
の
は
、
こ
う

し
た
無む

効こ
う

論ろ
ん

を
牽け

ん

制せ
い

す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
政せ

い

府ふ

は
そ
れ
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
注ち

ゅ
う

： 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
草そ

う

案あ
ん

）
を
基も

と

に
改か

い

正せ
い

案あ
ん

を
作つ

く

り
直な

お

し
ま
し
た
。
改か

い

正せ
い

案あ
ん

は〝
帝て

い

国こ
く

議ぎ

会か
い

で
審し

ん

議ぎ

さ
れ
〟一い

ち

部ぶ

修し
ゅ
う

正せ
い

の
う
え
可か

決け
つ

さ
れ
ま
し
た
。
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

は
〝
１
９
４
６
年ね

ん

１
１
月が

つ

３
日か

に
公こ

う

布ふ

さ
れ
た
後あ

と

〟

１
９
４
７
年ね

ん

５
月が

つ

３
日か

に
施し

行こ
う

さ
れ
ま
し
た
。[

１
， 

ｐ

９
９]

　

し
か
し
、
い
く
ら
日に

本ほ
ん

の
帝て

い

国こ
く

議ぎ

会か
い

が
審し

ん

議ぎ

・
可か

決け
つ

し
た

と
は
言い

え
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自じ

身し
ん

が
言い

う
よ
う
に
、
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

が

「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
胸む

な

元も
と

に
、
銃

じ
ゅ
う

剣け
ん

を
突つ

き
つ
け
て
受じ

ゅ

諾だ
く

さ
せ
た
憲け

ん

法ぽ
う

」
で
は
自じ

主し
ゅ

制せ
い

定て
い

と
は
言い

え
な
い
。

　

た
だ
、
東と

う

書し
ょ

の
記き

述じ
ゅ
つの
最さ

い

大だ
い

の
問も

ん

題だ
い

は
、
制せ

い

定て
い

過か

程て
い

の
史し

実じ
つ

を
き
ち
ん
と
伝つ

た

え
ず
に
、
さ
も
、
日に

本ほ
ん

側が
わ

が
自じ

由ゆ
う

な
議ぎ

論ろ
ん

を
通つ

う

じ
、
自み

ず
か
ら
の
主し

ゅ

体た
い

的て
き

判は
ん

断だ
ん

で
憲け

ん

法ぽ
う

を
制せ

い

定て
い

し
た
か
の
よ

う
な
仮か

構こ
う

を
描え

が

い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

の
起き

草そ
う

に
お
い
て
果は

た

し
た
役や

く

割わ
り

へ
の
言げ

ん

及き
ゅ
うも
禁き

ん

止し

」
し
た
意い

向こ
う

に
今い

ま

で
も
沿そ

っ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
憲け

ん

法ぽ
う

を
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
問も

ん

題だ
い

は
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

の
「
公こ

う

民み
ん

」
と
し
て
の
最さ

い

重じ
ゅ
う

要よ
う

の
課か

題だ
い

な
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
制せ

い

定て
い

過か

程て
い

の
真し

ん

実じ
つ

を
教お

し

え
な
い
、
と
い
う
姿し

勢せ
い

は
、

日に

本ほ
ん

国こ
く

の
公こ

う

民み
ん

を
育そ

だ

て
る
目も

く

的て
き

に
そ
ぐ
わ
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 （
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

ａ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

０
９
８) 

忘わ
す

れ
さ
せ
ら
れ
た
事こ

と

　

戦せ
ん

後ご

、
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

に
よ
っ
て
日に

本ほ
ん

史し

上じ
ょ
う

最さ
い

大だ
い

の
言げ

ん

論ろ
ん

検け
ん

閲え
つ

が

行お
こ
なわ
れ
た
。

ｂ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

１
０
６
９) 

公こ
う

民み
ん

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

読よ

み
比く

ら

べ(

６)

：

日に

本ほ
ん

に
人じ

ん

権け
ん

思し

想そ
う

は
な
か
っ
た
の
か
？

　
「
真ま

こ
との
人じ

ん

権け
ん

思し

想そ
う

の
確か

く

立り
つ

は
，
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

の
制せ

い

定て
い

ま
で
待ま

た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
東と

う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

版ば
ん

は
説と

く

が
、、、

ｃ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

１
４
１) 

仮か

設せ
つ

憲け
ん

法ぽ
う

、
急

き
ゅ
う

造ぞ
う

成せ
い

功こ
う

　

今こ
ん

週し
ゅ
う

末ま
つ

ま
で
に
、
新し

ん

憲け
ん

法ぽ
う

の
概が

い

案あ
ん

を
作つ

く

れ
、、、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
は
、
な
ぜ
そ
ん
な
に
急い

そ

が
せ
た
の
か
？

５
０
回か

い

以い

上じ
ょ
うも
の
改か

い

正せ
い

を
行

お
こ
な
っ
て

い
る
。

　

日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

が
制せ

い

定て
い

以い

来ら
い

、
一い

ち

度ど

も
改か

い

正せ
い

さ
れ
て
い
な
い
の
は
、

世せ

界か
い

で
も
異い

例れ
い

で
あ
る
。
現げ

ん

行こ
う

バ
ー
ジ
ョ
ン
だ
け
で
考か

ん
が

え
れ
ば
、

７
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うも
手て

つ
か
ず
の
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

は
す
で
に
「
世せ

界か
い

最さ
い

古こ

」

と
な
っ
て
お
り
、「
無む

改か
い

正せ
い

期き

間か
ん

」

に
お
い
て
世せ

界か
い

記き

録ろ
く

を
更こ

う

新し
ん

中ち
ゅ
うな

の
で
あ
る
。[

ｄ]

　

立り
っ

憲け
ん

政せ
い

治じ

を
す
る
た
め
に
は
、

憲け
ん

法ぽ
う

で
現げ

ん

実じ
つ

に
合あ

わ
な
く
な
っ
た

部ぶ

分ぶ
ん

を
改か

い

良り
ょ
うし
、
か
つ
、
環か

ん

境
き
ょ
う

保ほ

護ご

な
ど
新あ

た
ら
し
い
考か

ん
が
え
方か

た

に
合あ

わ

せ
て
進し

ん

化か

さ
せ
て
い
く
努ど

力り
ょ
くが
不ふ

可か

欠け
つ

で
あ
る
。
押お

し
つ
け
憲け

ん

法ぽ
う

を

押お

し
頂い

た
だ
き
、
な
お
か
つ
金き

ん

科か

玉
ぎ
ょ
く

条じ
ょ
うの
如ご

と

く
守ま

も

っ
て
い
く
の
は
、
立り

っ

憲け
ん

政せ
い

治じ

と
し
て
は
真し

ん

に
未み

熟じ
ゅ
くな
姿

す
が
た

な
の
で
あ
る
。

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は

１
２
歳さ

い

」
と
言い

っ
た
が
、
少す

く

な
く

と
も
憲け

ん

法ぽ
う

に
関か

ん

す
る
限か

ぎ

り
、
こ

れ
は
当あ

た
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
中

ち
ゅ
う

学が
く

の
公こ

う

民み
ん

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うで
、
こ

の
「
不ふ

都つ

合ご
う

な
真し

ん

実じ
つ

」
を
学ま

な

ば
な

ｄ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

１
０
５)  

憲け
ん

法ぽ
う

の
国こ

く

際さ
い

ベ
ン
チ
マ
ー
キ

ン
グ

　

日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

、
無む

改か
い

正せ
い

期き

間か
ん

の
世せ

界か
い

記き

録ろ
く

更こ
う

新し
ん

中ち
ゅ
う。

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）『
新し

ん

編ぺ
ん

新あ
た
らし
い
社し

ゃ

会か
い

公こ
う

民み
ん 

〔
平へ

い

成せ
い

２
８
年ね

ん

度ど

採さ
い

用よ
う

〕』、
東と

う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

、
平へ

い

成せ
い

２
７
年ね

ん

（
２
）『
新し

ん

編ぺ
ん

新あ
た
らし
い
み
ん
な

の
公こ

う

民み
ん 

〔
平へ

い

成せ
い

２
８
年ね

ん

度ど

採さ
い

用よ
う

〕 

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
平へ

い

成せ
い

２
７
年ね

ん





（５） ２０１８年第５０５９号 	 ８月	１１日	（土曜日）

Shigeru Ishiba anuncia que vai 
concorrer à presidência do Partido 
Liberal Democrático
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Política (09/08/2018)

O ex-secretário-geral do 
Partido Liberal Democrá-
tico Shigeru Ishiba deu a 
entender que irá anunciar 
oficialmente na sexta-
feira que vai concorrer à 
presidência do partido em 
setembro.
Ishiba falou durante uma 

reunião dos membros de 
seu grupo dentro do par-
tido na quinta-feira.
Ele seria o primeiro a 
anunciar oficialmente a 
candidatura na corrida 
presidencial da principal 
agremiação governista.
Ishiba disse que escolher 

o presidente do partido é 
escolher o primeiro-mi-
nistro do Japão, e que é 
necessário que os candi-
datos façam com que seus 
pontos de vista sejam co-
nhecidos em toda a nação.
O premiê Shinzo Abe de-
monstrou uma forte inten-

ção de concorrer para um 
terceiro mandato como 
presidente do partido.
Na última eleição em 
2015, Abe foi reeleito de 
maneira incontestável, já 
que nenhum outro candi-
dato participou da dispu-
ta.

Governo japonês não vai mudar plano de 
transferência de base militar dos EUA em 
Okinawa

Base militar (09/08/2018)

O secretário-chefe do 
gabinete japonês, Yoshihi-
de Suga, afirmou que o 
governo não mudou sua 
política de fazer avançar 
um plano visando trans-
ferir uma base militar dos 
Estados Unidos dentro da 
província de Okinawa.
Na quinta-feira, Suga con-
versou com repórteres, no 

dia seguinte ao faleci-
mento do governador 
de Okinawa, Takeshi 
Onaga, devido a um 
câncer do pâncreas. O 
principal porta-voz do 
governo declarou ter 
ficado chocado com a 
morte de Onaga e ofere-
ceu suas condolências.
O governador era um 

Governador da província de Okinawa 
morre aos 67 anos de idade

Okinawa (09/08/2018)

Morreu aos 67 anos de 
idade Takeshi Onaga, go-
vernador de Okinawa.
Onaga era um forte opo-
sitor ao plano do governo 
central de mudança de 
uma base militar america-
na para outro local dentro 
da principal ilha da pro-
víncia.
O governador lutava con-

tra um câncer no pâncreas. 
Ele passou por uma cirur-
gia em abril e foi hospitali-
zado no final de julho.
Takeshi Onaga foi elei-
to governador em 2014. 
Ele se comprometeu em 
interromper o plano de 
mudança da Base Aérea 
de Futenma dos Fuzilei-
ros Navais dos Estados 

Cerimônia marca os 73 anos 
do bombardeio atômico de 
Nagasaki

Nagasaki (09/08/2018)

Apopulação japonesa 
está relembrando os 73 
anos do segundo bombar-
deio atômico realizado pe-
los EUA no país durante a 
Segunda Guerra Mundial. 
Uma cerimônia memorial 
foi realizada na cidade de 
Nagasaki, onde a bomba 
foi lançada três dias após 
o primeiro ataque em Hi-
roshima. Foi a primeira 
vez que um secretário-ge-
ral da ONU participou da 
cerimônia em Nagasaki.
O Parque da Paz ficou em 
silêncio às 11h02 da ma-
nhã, o momento exato em 
que a bomba explodiu em 
1945.
Mais de 70 mil pessoas 
morreram somente na-
quele ano, e muitas outras 
posteriormente devido aos 
efeito de longo prazo. Nos 
últimos 12 meses, 3.511 
sobreviventes morreram, 
incluindo um importante 
ativista pelo desarmamen-

to nuclear.
Entre os milhares de 
participantes estavam 
representantes de mais 
de 70 países.
Atualmente a idade mé-
dia dos sobreviventes, 
conhecidos como hi-
bakusha, é de mais de 
82 anos.
Em seu discurso, o se-
cretário-geral das Na-
ções Unidas, António 
Guterres, ressaltou 
como as potências nu-
cleares estão fortale-
cendo seus arsenais. 
Guterres mencionou o 
lento progresso rumo à 
proibição das armas nu-
cleares e fez o seu pró-
prio apelo.
Ele disse que “aqui em 
Nagasaki, peço que os 
países se comprometam 
com o desarmamento 
nuclear e comecem a 
fazer um progresso vi-
sível como uma ques-
tão de urgência”.

Unidos para Henoko, uma 
região menos povoada na 
cidade de Nago.
Visando parar os trabalhos 
de construções relaciona-
das ao plano, o governo de 
Okinawa deu entrada em 
vários processos contra o 
governo central.
Ainda no mês passado, 
Onaga anunciou que iria 

grande opositor do plano 
de transferência da base 
aérea de Futenma, per-
tencente ao Corpo de Fu-
zileiros Navais dos Esta-
dos Unidos, na cidade de 
Ginowan, para uma área 
costeira menos povoada, 
em Nago.
Suga disse que o governo 
sustenta sua posição de 

revogar a autorização das 
obras de aterramento para 
a nova instalação militar.
Uma eleição para o gover-
no de Okinawa será reali-
zada após o vice-governa-
dor informar formalmente 
a morte de Takeshi Onaga 
à comissão eleitoral da 
província. O pleito será 
realizado dentro de 51 
dias desde a data de decla-
ração formal à comissão.

Coreia do Sul lança centro de 
pesquisa de questões relacionadas 
a “mulheres de conforto”

Mulheres de conforto (10/08/2018)

O Ministério da Igualda-
de de Gênero e da Família 
da Coreia do Sul vai inau-
gurar, nesta sexta-feira, 
um centro de pesquisa de 
questões concernentes a 
mulheres referidas como 
“mulheres de conforto”.
O ministério cita que o 
centro vai coletar docu-

mentos relacionados à 
questão e criar uma base 
de dados. Acrescenta que 
materiais importantes re-
ceberão uma indicação 
especial para serem ad-
ministrados de forma de-
talhada.
O ministério diz que o 
centro vai promover ati-

vidades educacionais para 
que a questão seja ampla-
mente transmitida para as 
gerações futuras.
Diz, também, que a insta-
lação vai traduzir depoi-
mentos feitos por ex-mu-
lheres de conforto para 
idiomas estrangeiros de 
modo a difundir a questão 

à comunidade internacio-
nal.
A ministra Chung Hyun
-back disse esperar que o 
centro assuma um papel 
central no estudo dos di-
reitos humanos das mu-
lheres em tempos de guer-
ra em todo o mundo.
Na quinta-feira, através de 
um canal diplomático, o 
Ministério dos Negócios 
Estrangeiros do Japão so-
licitou que a Coreia do Sul 
aja de forma apropriada a 
não prejudicar as relações 
bilaterais.

Onda de calor continua nas 
regiões central e oeste do Japão

Onda de calor (08/08/2018)

As regiões central e oeste 
do Japão continuam a so-
frer com uma persistente 
onda de calor, e as autori-
dades alertam a população 
para os riscos de insolação 
e hipertermia nesses lo-
cais.
Na quarta-feira pela tarde 
os termômetros marcaram 
41ºC na cidade de Mino, 
na província de Gifu. A 
cidade de Gero, na mes-

ma província, registrou 
40,5ºC.
A Agência de Meteoro-
logia do Japão informa 
que um sistema de alta 
pressão persistente está 
causando as altas tem-
peraturas.
A cidade de Nagoya re-
gistrou 38,3ºC, Hiroshi-
ma 37,2ºC e Okayama 
35,1ºC.
Os moradores desses 

locais foram alertados 
para que se abstenham da 
prática de exercícios físi-
cos durante o dia, utilizem 
ar-condicionado, se man-
tenham hidratados e ingi-
ram sal para evitar insola-
ção e hipertermia.

que o plano é a única opção 
viável, diante do ambiente de 
segurança cada vez mais gra-
ve no Japão.
Ele mencionou a necessidade 
de manter a dissuasão pro-
porcionada pela aliança de 
segurança nipo-americana e 
de acabar com o risco de ter 
uma base em uma área den-
samente povoada.
O governo planeja começar 
a colocar terra e areia no in-
terior das barreiras marítimas 
no local de transferência já 
na sexta-feira da próxima se-
mana.
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ブ
ラ
ジ
ル
郷

き
ょ
う

土ど

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

の
活か

つ

動ど
う

を
支し

援え
ん

し
続つ

づ

け
て
い

る
下し

も

本も
と

八は
ち

郎ろ
う

元も
と

聖せ
い

州し
ゅ
う

議ぎ

も
創そ

う

立り
つ

３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
、
挨あ

い

拶さ
つ

を
述の

べ
た
。
下し

も

本も
と

さ
ん
は
冗

じ
ょ
う

談だ
ん

を
交ま

じ

え
な
が

ら
挨あ

い

拶さ
つ

を
述の

べ
、
同ど

う

大た
い

会か
い

で

伯は
っ

国こ
く

、
日に

本ほ
ん

の
順じ

ゅ
ん

に
国こ

っ

歌か

斉せ
い

　

ブ
ラ
ジ
ル
郷

き
ょ
う

土ど

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

（
斉さ

い

藤と
う

美み

恵え

会か
い

長ち
ょ
う）
が
創そ

う

立り
つ

３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
、
聖せ

い

市し

の
宮み

や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

で
５
日か

正し
ょ
う

午ご

か
ら
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
開か

い

催さ
い

し
た
。
そ
の
前ぜ

ん

後ご

に
第だ

い

３
０
回か

い

全ぜ
ん

伯ぱ
く

大た
い

会か
い

も
行お

こ

な
わ
れ
た
。
一い

っ

般ぱ
ん

財ざ
い

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

日に

本ほ
ん

郷き
ょ
う

土ど

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

か
ら
の
慶け

い

祝し
ゅ
く

使し

節せ
つ

団だ
ん

４
人に

ん

を
は
じ
め
、
出

し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

や
そ
の
家か

族ぞ
く

ら
が
来ら

い

場じ
ょ
うし
て
節ふ

し

目め

の
日ひ

を
祝い

わ
っ
た
。
慶け

い

祝し
ゅ
く

使し

節せ
つ

団だ
ん

一い
っ

行こ
う

は
祝

し
ゅ
く

辞じ

や
祝い

わ

い
金き

ん

を
贈お

く
っ
た
ほ
か
、
特と

く

別べ
つ

シ
ョ
ー
で
歌う

た

声ご
え

を
披ひ

露ろ
う

す
る
な
ど
し
、
祝い

わ

い
の
場ば

を
盛も

り
上あ

げ
た
。

唱し
ょ
う
が
行お

こ

な
わ
れ
た
こ
と
に
触ふ

れ
、「
伯は

っ

国こ
く

の
式し

き

典て
ん

に
関か

ん

す
る

法ほ
う

律り
つ

で
は
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

な
ど
国く

に

関か
ん

係け
い

の
機き

関か
ん

を
除の

ぞ

い
て
外が

い

国こ
く

の
国こ

っ

歌か

を
先さ

き

、
伯は

く

国こ
っ

歌か

は
あ

と
に
歌う

た

う
。
君き

み

が
代よ

を
先さ

き

に

歌う
た

っ
て
ほ
し
い
」
と
釘く

ぎ

を
刺さ

し

て
い
た
。
日に

っ

伯ぱ
く

を
つ
な
ぐ
政せ

い

治じ

家か

ら
し
く
、
両

り
ょ
う

国こ
く

の
約や

く

束そ
く

事ご
と

に
詳く

わ

し
い
。
同ど

う

様よ
う

に
ブ
ラ

ジ
ル
の
行

ぎ
ょ
う

事じ

で
は
一い

っ

般ぱ
ん

に
、
エ

き
る
」
と
高た

か

く
評

ひ
ょ
う

価か

し
た
。

　

そ
の
後ご

、
各か

く

地ち

支し

部ぶ

長ち
ょ
うや

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

の

塩し
お

野の

彰あ
き
ら

会か
い

長ち
ょ
うら
が
挨あ

い

拶さ
つ

を
述の

べ
た
。
各か

く

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
うも
行お

こ

な
わ
れ
、

当と
う

地ち

で
の
民み

ん

謡よ
う

普ふ

及き
ゅ
う

活か
つ

動ど
う

を

評ひ
ょ
う

価か

さ
れ
た
北き

た

原は
ら

民た
み

江え

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うが
椿

つ
ば
き

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うか
ら
郷

き
ょ
う

土ど

民み
ん

謡よ
う

賞し
ょ
うを
受う

け
取と

っ
た
ほ
か
、

斉さ
い

藤と
う

会か
い

長ち
ょ
うが
会か

い

員い
ん

の
小お

野の

綾あ
や

さ
ん
ら
に
功こ

う

労ろ
う

賞し
ょ
うを
贈お

く

る
な

ど
し
た
。
さ
ら
に
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

と
旅り

ょ

行こ
う

会が
い

社し
ゃ

ア
ル
フ
ァ

イ
ン
テ
ル
か
ら
金き

ん

一い
っ

封ぷ
う

が
伯は

く

郷き
ょ
う

土ど

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

に
手て

渡わ
た

さ

れ
た
。

式し
き

典て
ん

後ご

は
特と

く

別べ
つ

シ
ョ
ー
と

な
り
、
慶け

い

祝し
ゅ
く

使し

節せ
つ

団だ
ん

の
椿

つ
ば
き

真ま
さ

代よ

志し

公こ
う

認に
ん

教き
ょ
う

授じ
ゅ

、
真ま

さ

次じ

公こ
う

認に
ん

教き
ょ
う

授じ
ゅ

が
歌う

た

声ご
え

を
披ひ

露ろ
う

し
、

小お

椋ぐ
ら

孝た
か

子こ

公こ
う

認に
ん

教き
ょ
う

授じ
ゅ

が
三し

ゃ

味み

線せ
ん

で
参さ

ん

加か

し
た
。

　

木き
の

下し
た

節せ
つ

男お

太た
い

鼓こ

グ
ル
ー
プ

も
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
、
息い

き

の
合あ

っ
た
迫は

く

力り
ょ
くあ
る
太た

い

鼓こ

に
大お

お

き
な
拍は

く

手し
ゅ

が
贈お

く

ら
れ
た
。
ト
リ
を
飾か

ざ

っ

た
椿

つ
ば
き

真し
ん

二じ

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うは
「
ソ

ー
ラ
ン
節ぶ

し

」
を
披ひ

露ろ
う

。
椿

つ
ば
き

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うの
太ふ

と

く
響ひ

び

く
歌う

た

声ご
え

に

合あ

わ
せ
て
来ら

い

場じ
ょ
う

客き
ゃ
くも
手て

拍
び
ょ
う

子し

で
参さ

ん

加か

し
、
会か

い

場じ
ょ
う

全ぜ
ん

体た
い

が

大お
お

い
に
盛も

り
上あ

が
っ
た
。

総そ
う

勢ぜ
い

７
９
人に

ん

が
参さ

ん

加か

し
た

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
ベ
テ
ラ
ン

の
部ぶ

に
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
た
八や

木ぎ

静し
ず

代よ

さ
ん
が
「
佐さ

渡ど

お
け
さ
」
で

優ゆ
う

勝し
ょ
う。
１
１
月が

つ

に
日に

本ほ
ん

で
行お

こ

な
わ
れ
る
郷

き
ょ
う

土ど

民み
ん

謡よ
う

民み
ん

舞ぶ

全ぜ
ん

　

来ら
い

年ね
ん

６
月が

つ

に
日に

本ほ
ん

が
議ぎ

長
ち
ょ
う

国こ
く

を
務つ

と

め
る
「
Ｇ
２
０
持じ

続ぞ
く

可か

能の
う

な
成せ

い

長ち
ょ
うの
た
め
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
転て

ん

換か
ん

と
地ち

球き
ゅ
う

環か
ん

境き
ょ
うに

関か
ん

す
る
関か

ん

係け
い

閣か
く

僚り
ょ
う

会か
い

合ご
う

」
に

向む

け
た
連れ

ん

携け
い

呼よ

び
か
け
の
た

め
、
笹さ

さ

川が
わ

博ひ
ろ

義よ
し

環か
ん

境き
ょ
う

大だ
い

臣じ
ん

政せ
い

務む

官か
ん

は
、
先せ

ん

月げ
つ

２
４
日か

に
来ら

い

伯は
く

し
た
。

　

同ど
う

日じ
つ

、
連れ

ん

邦ぽ
う

区く

ブ
ラ
ジ
ル

環か
ん

境き
ょ
う

省し
ょ
う

で
ド
ゥ
ア
ル
テ
大だ

い

臣じ
ん

と
会か

い

談だ
ん

が
行お

こ
な

わ
れ
、
海か

い

洋よ
う

ご
み
問も

ん

題だ
い

に
関か

ん

す
る
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

を
実じ

っ

施し

。
笹さ

さ

川が
わ

政せ
い

務む

官か
ん

は

「
大だ

い

臣じ
ん

か
ら
は
熱ね

つ

意い

を
感か

ん

じ

ら
れ
、
歯は

車ぐ
る
まの
噛か

み
合あ

っ
た

会か
い

議ぎ

に
な
っ
た
」
と
手て

応ご
た

え

を
語か

た

り
、
来ら

い

年ね
ん

の
開か

い

催さ
い

に
向む

け
て
、
さ
ら
な
る
連れ

ん

携け
い

を
進す

す

め
て
い
く
見み

通と
お

し
だ
。

　

ま
た
、
夕ゆ

う

方が
た

に
は
サ
ン
パ

ウ
ロ
に
立た

ち
寄よ

り
、
ジ
ャ
パ

国こ
く

大た
い

会か
い

に
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うす
る
。

　

慶け
い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

や
大た

い

会か
い

参さ
ん

加か

者し
ゃ

の

発は
っ

表ぴ
ょ
うを
見み

て
い
た
橋は

し

本も
と

真ま

左さ

子こ

さ
ん
（
６
５
、
二に

世せ
い

）
は

「
子こ

ど
も
の
頃こ

ろ

か
ら
親し

た

し
ん

だ
音お

ん

楽が
く

が
聞き

け
て
懐な

つ

か
し
い
。

参さ
ん

観か
ん

者し
ゃ

が
み
な
一い

っ

所し
ょ

懸け
ん

命め
い

民み
ん

謡よ
う

を
楽た

の

し
ん
で
い
る
」
と
笑え

ン
・
ハ
ウ
ス
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

な
ど
を
視し

察さ
つ

。
史し

料り
ょ
う

館か
ん

で
は
「
皇こ

う

室し
つ

が

ブ
ラ
ジ
ル
に
幾い

く

度ど

も
足あ

し

を
運は

こ

ば
れ
る
理り

由ゆ
う

が
、
分わ

か
っ
た

よ
う
な
気き

が
す
る
」
と
在ざ

い

外が
い

同ど
う

胞ほ
う

の
歩あ

ゆ

ん
で
き
た
道み

ち

の
り

に
思お

も

い
を
馳は

せ
て
い
た
。

　

同ど
う

日じ
つ

夜よ
る

、
群ぐ

ん

馬ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

と
の
間あ

い
だ

で
会か

い

食し
ょ
くの
席せ

き

が

設も
う

け
ら
れ
、親し

ん

睦ぼ
く

を
深ふ

か

め
た
。 記

き

念
ねん

式
しき

典
てん

で挨
あい

拶
さつ

する斉
さい

藤
とう

会
かい

長
ちょう

「佐
さ

渡
ど

おけさ」で優
ゆう

勝
しょう

した八
や

木
ぎ

静
しず

代
よ

さん

交
こう

流
りゅう

支
し

援
えん

に意
い

気
き

込
ご

みを見
み

せた富
とみ

川
かわ

副
ふく

知
ち

事
じ

群
ぐん

馬
ま

県
けん

系
けい

人
じん

と親
しん

睦
ぼく

を深
ふか

めた笹
ささ

川
がわ

政
せい

務
む

官
かん

　

ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
記き

念ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
うの

一い
っ

環か
ん

と
し
て
４
日か

午ご

前ぜ
ん

、
ブ

ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

で
、

富と
み

川か
わ

副ふ
く

知ち

事じ

ら
と
若わ

か

手て

県け
ん

系け
い

人じ
ん

と
の
間あ

い
だ

で
懇こ

ん

談だ
ん

会か
い

が
開ひ

ら

か

れ
た
。
う
り
ず
ん
会か

い

（
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

、
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

Ｏ

Ｂ
会か

い

）、
市し

町ち
ょ
う

村そ
ん

研け
ん

修し
ゅ
う

生せ
い

、

ウ
チ
ナ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
デ
ィ
、

ニ
セ
ー
タ
ー
ツ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル

県け
ん

人じ
ん

会か
い

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

か
ら
５
０
人に

ん

近ち
か

く
が
参さ

ん

加か

し
、
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

が
行お

こ
な

わ
れ
た
。

　

富と
み

川か
わ

副ふ
く

知ち

事じ

は
、
２
０
３

０
年ね

ん

迄ま
で

の
沖お

き

縄な
わ

の
将

し
ょ
う

来ら
い

像ぞ
う

に

係か
か
わ

る
長

ち
ょ
う

期き

構こ
う

想そ
う

「
２
１
世せ

い

紀き

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
説せ

つ

明め
い

。「
自し

然ぜ
ん

、
歴れ

き

史し

、
伝で

ん

統と
う

文ぶ
ん

化か

、
沖お

き

縄な
わ

の
価か

値ち

観か
ん

と
い
っ

た
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
が
、
発は

っ

展て
ん

に

は
不ふ

可か

欠け
つ

」
と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
た
。

　

ま
た
「
小ち

い

さ
な
島し

ま

の
発は

っ

展て
ん

に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
不ふ

可か

欠け
つ

」
と
語か

た

り
、
万ば

ん

国こ
く

津し
ん

梁
ち
ょ
う

（
世せ

界か
い

の
懸か

け
橋は

し

）
と
し
て
か

つ
て
交こ

う

易え
き

拠き
ょ

点て
ん

で
繁は

ん

栄え
い

し
た

歴れ
き

史し

を
振ふ

り

返か
え

り
、「
情

じ
ょ
う

報ほ
う

通つ
う

信し
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つの
発は

っ

達た
つ

に
よ
り
、
ブ

ラ
ジ
ル
と
沖お

き

縄な
わ

の
物ぶ

つ

理り

的て
き

距き
ょ

離り

の
問も

ん

題だ
い

は
解か

い

消し
ょ
うで
き
る
時じ

代だ
い

に
来き

て
い
る
。
今こ

ん

後ご

、
さ

ら
に
交こ

う

流り
ゅ
う
を
深ふ

か

め
、
互た

が

い
に

発は
っ

展て
ん

し
て
い
け
れ
ば
。
県け

ん

庁
ち
ょ
う

も
全ぜ

ん

力り
ょ
くで
対た

い

応お
う

す
る
。
次じ

世せ

代だ
い

の
皆み

な

さ
ん
に
大お

お

い
に
期き

待た
い

し
ま
す
」
と
語か

た

っ
た
。

　

う
り
ず
ん
会か

い

の
新あ

ら

城し
ろ

ア
レ

シ
ャ
ン
ド
レ
会か

い

長ち
ょ
う

は
「
留

り
ゅ
う

学が
く

研け
ん

修し
ゅ
う

制せ
い

度ど

に
よ
り
沖お

き

縄な
わ

の
言げ

ん

語ご

や
文ぶ

ん

化か

を
学ま

な

ぶ
機き

会か
い

を
設も

う

け
て
頂い

た
だ

き
、
感か

ん

謝し
ゃ

し
て
い
る
。

ニ
セ
ー
タ
ー
ツ
ア
も
始は

じ

ま
り
、

各か
く

地ち

で
青せ

い

年ね
ん

会か
い

が
発ほ

っ

足そ
く

し
て

い
る
。
今こ

ん

後ご

も
、
沖お

き

縄な
わ

と
ブ

ラ
ジ
ル
の
懸か

け
橋は

し

と
な
る
べ

く
、
活か

つ

動ど
う

を
続つ

づ

け
て
い
き
た

い
」
と
謝し

ゃ

意い

を
滲に

じ

ま
せ
て
い

た
。

ラ
イ
人ひ

と

ほ
ど
最さ

い

後ご

に
挨あ

い

拶さ
つ

す

る
。
ほ
か
の
日に

っ

系け
い

行ぎ
ょ
う

事じ

で
も

参さ
ん

考こ
う

に
し
て
み
て
は
？

　
　
　
　

◎

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
博は

っ

研け
ん

の
川か

わ

上か
み

久ひ
さ

子こ

会か
い

計け
い

に
よ
る
と
、
橋は

し

本も
と

氏し

が
亡な

く
な
る
前ま

え

に
同ど

う

居き
ょ

し
て

い
た
佐さ

舗ほ

ゆ
き
さ
ん
が
７
月が

つ

２
７
日に

ち

に
亡な

く
な
っ
た
。
そ

の
約や

く

一い
っ

週し
ゅ
う

間か
ん

前ま
え

に
『
湖こ

水す
い

に

眠ね
む

る
セ
ッ
テ
・
ケ
ー
ダ
ス
の

植し
ょ
く

物ぶ
つ

』
第だ

い

１
巻か

ん

の
見み

本ほ
ん

を
、

佐さ

舗ほ

さ
ん
に
見み

せ
る
こ
と
が

で
き
た
そ
う
。
第だ

い

２
巻か

ん

に
つ

い
て
は
故こ

橋は
し

本も
と

梧ご

郎ろ
う

氏し

の
誕た

ん

生じ
ょ
う

日び

、
１
月が

つ

３
１
日に

ち

ま
で
の

発は
っ

刊か
ん

を
予よ

定て
い

し
て
い
る
。
博は

っ

研け
ん

は
１
８
日に

ち

か
ら
行お

こ
な

わ
れ
る

ア
ル
ジ
ャ
ー
花は

な

祭ま
つ

り
で
も
出

し
ゅ
っ

展て
ん

し
、
薬や

く

草そ
う

の
紹

し
ょ
う

介か
い

な
ど
を

す
る
そ
う
だ
。
興

き
ょ
う

味み

が
あ
る

方か
た

は
覗の

ぞ

い
て
み
て
は
。

　

式し
き

典て
ん

は
棈あ

べ

木き

幸こ
う

一い
ち
さ
ん
に

よ
る
開か

い

会か
い

挨あ
い

拶さ
つ

で
は
じ
ま

り
、
日に

っ

伯ぱ
く

国こ
っ

歌か

を
斉せ

い

唱し
ょ
うし
た
。

会か
い

場じ
ょ
うに
集あ

つ

ま
っ
た
唄う

た

い
手て

の

朗ろ
う

々ろ
う

と
し
た
「
君き

み

が
代よ

」
が

響ひ
び

き
渡わ

た

り
、
厳お

ご
そ
か
な
幕ま

く

開あ

け

と
な
っ
た
。

　

挨あ
い

拶さ
つ

に
立た

っ
た
斉さ

い

藤と
う

会か
い

長
ち
ょ
う

は
「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

と
協

き
ょ
う

会か
い

創そ
う

立り
つ

３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
め

で
た
い
年と

し

に
な
っ
た
」
と
喜よ

ろ
こ
び

を
見み

せ
、「
本ほ

ん

大た
い

会か
い

は
会か

い

員い
ん

の

奉ほ
う

仕し

と
団だ

ん

結け
つ

で
開か

い

催さ
い

で
き
た
。

会か
い

員い
ん

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くに
感か

ん

謝し
ゃ

し
た
い
」

と
労

ね
ぎ
ら

っ
た
。

　

慶け
い

祝し
ゅ
く

使し

節せ
つ

団だ
ん

の
日に

本ほ
ん

郷
き
ょ
う

土ど

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
う・

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
椿

つ
ば
き

真し
ん

二じ

さ
ん

（
７
２
、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

）
は
同ど

う

協
き
ょ
う

会か
い

理り

事じ

長ち
ょ
うが
転て

ん

倒と
う

に
よ
る
怪け

我が

で
来ら

い

伯は
く

で
き
な
か
っ
た
事じ

情じ
ょ
うを
説せ

つ

明め
い

し
、
当と

う

地ち

の
民み

ん

謡よ
う

界か
い

に
つ
い
て
「
日に

本ほ
ん

の
伝で

ん

統と
う

芸げ
い

能の
う

が
脈

み
ゃ
く

々み
ゃ
くと
受う

け
継つ

が
れ
て

い
る
。
行

ぎ
ょ
う

事じ

準じ
ゅ
ん

備び

で
も
若わ

か

者も
の

が
活か

つ

躍や
く

し
て
お
り
、
安あ

ん

心し
ん

で

第だ
い

３
０
回か

い

大た
い

会か
い

、八や

木ぎ

さ
ん
優ゆ

う

勝し
ょ
う

式し
き

典て
ん

に
日に

本ほ
ん

か
ら
慶け

い

祝し
ゅ
く

使し

節せ
つ

団だ
ん

在ざ
い

日に
ち

伯は
く

人じ
ん

が
集

し
ゅ
う

住じ
ゅ
うす
る
太お

お

田た

市し

や
大お

お

泉い
ず
み

町ち
ょ
うな
ど
が
区く

域い
き

と

な
る
群ぐ

ん

馬ま

第だ
い

三さ
ん

区く

を
選せ

ん

挙き
ょ

区く

と
す
る
こ
と
か
ら
、「
在ざ

い

日に
ち

伯は
く

人じ
ん

は
切き

っ
て
も
切き

れ
な
い

関か
ん

係け
い

に
あ
る
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
も

っ
と
移い

民み
ん

史し

を
学ま

な

ば
な
く
て

は
。
責せ

き

任に
ん

を
持も

っ
て
地じ

元も
と

日に
っ

系け
い

人じ
ん

と
の
交こ

う

流り
ゅ
うも
深ふ

か

め
て
い

き
た
い
」
と
思お

も

い
を
語か

た

っ
た
。

笹さ
さ

川が
わ

大だ
い

臣じ
ん

政せ
い

務む

官か
ん

、群ぐ
ん

馬ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

と
交こ

う

流り
ゅ
う

も

Ｇ
２
０
環か

ん

境き
ょ
う

分ぶ
ん

野や

で
連れ

ん

携け
い

呼よ

び
か
け

万ば
ん

国こ
く

津し
ん

梁り
ょ
う

で
２
１
世せ

い

紀き

の
繁は

ん

栄え
い

目め

指ざ

す

「
次じ

世せ

代だ
い

育い
く

成せ
い

に
全ぜ

ん

力り
ょ
く

対た
い

応お
う

」

『
湖こ

水す
い

に
眠ね

む
る
セ
ッ
テ
・
ケ
ー
ダ
ス
の
植し

ょ
く物ぶ
つ』

故こ

橋は
し

本も
と

氏し

の
遺い

稿こ
う

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、１
１
日に

ち

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
博は

く

物ぶ
つ

研け
ん

究き
ゅ
う

会か
い

博
はっ

研
けん

富
と み

川
か わ

沖
お き

縄
な わ

県
け ん

副
ふ く

知
ち

事
じ

創
そう

立
りつ

30 周
しゅう

年
ねん

祝
いわ

って歌
うた

う！伯
は く

郷
き ょ う

土
ど

民
み ん

謡
よ う

協
き ょ う

会
か い

（７） ２０１８年第５０５９号  ８月 １１日 （土曜日）

顔が
お

で
語か

た
っ
た
。

　

大た
い

会か
い

進し
ん

行こ
う

な
ど
を
手て

伝つ
だ

っ

た
西に

し

村む
ら

昭あ
き

子こ

さ
ん
（
二に

世せ
い

、

６
７
）
は
、「
う
ま
い
人ひ

と

が

増ふ

え
た
よ
う
に
思お

も

う
。
私わ

た
しの

娘む
す
めは
民み

ん

謡よ
う

に
は
ま
っ
て
日に

本ほ
ん

の

大だ
い

学が
く

に
留

り
ゅ
う

学が
く

中ち
ゅ
う。
そ
ん
な
風ふ

う

に
協

き
ょ
う

会か
い

の
活か

つ

動ど
う

を
通と

お

し
、
民み

ん

謡よ
う

が
好す

き
に
な
る
人ひ

と

が
増ふ

え

た
ら
」
と
今こ

ん

後ご

の
活か

つ

動ど
う

に
期き

　

９
日か

付づ
け

６
面め

ん

の
「
笠か

さ

戸と

丸ま
る

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う」
の
記き

事じ

中ち
ゅ
う、
誤あ

や
ま

り
が

あ
っ
た
。
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

者し
ゃ

の
松ま

つ

原ば
ら

さ

ん
の
名な

前ま
え

を
松ま

つ

原ば
ら

ミ
ユ
コ
さ

ん
と
間ま

違ち
が

っ
て
記き

載さ
い

し
て
お

り
、
正た

だ

し
く
は
松ま

つ

原ば
ら

美み

代よ

子こ

さ
ん
。
お
詫わ

び
し
た
上う

え

、
訂て

い

正せ
い

す
る
。 ■

　
訂て

い

正せ
い

待た
い

し
た
。

　

大た
い

会か
い

各か
く

部ぶ

の
優ゆ

う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

は
以い

下か

の
通と

お

り
（
敬け

い

称し
ょ
う

略り
ゃ
く）。

　

▼
幼よ

う

少し
ょ
う

年ね
ん

の
部ぶ

＝
戸と

根ね

ガ

ブ
リ
エ
ラ
▼
新し

ん

人じ
ん

の
部ぶ

＝
ヴ
ィ

ト
ル
・
バ
ル
ボ
ー
ザ
▼
寿じ

ゅ

年ね
ん

の
部ぶ

＝
小お

田だ

切ぎ
り

マ
サ
エ
▼
高こ

う

年ね
ん

の
部ぶ

＝
稲い

な

垣が
き

照て
る

子こ

▼
中ち

ゅ
う

年ね
ん

の
部ぶ

＝
武た

け

井い

静し
ず

子こ

▼
ベ
テ
ラ

ン
の
部ぶ

＝
八や

木ぎ

静し
ず

代よ

（
博は

っ

研け
ん

、
吉よ

し

岡お
か

パ
ト
リ
シ
オ

q
u
era

）
を
行お

こ

な
う
。
全ぜ

ん

４
０
０
ペ
ー
ジ
、
ポ
語ご

、

３
０
０
部ぶ

発は
っ

刊か
ん

。

　

同ど
う

遺い

稿こ
う

で
は
橋は

し

本も
と

氏し

が

１
９
５
４
年ね

ん

か
ら
約や

く

２
０
年ね

ん

間か
ん

採さ
い

取し
ゅ

し
た
、
イ
タ
イ
プ
ー

ダ
ム
建け

ん

設せ
つ

以い

前ぜ
ん

の
セ
ッ
テ
・

ケ
ー
ダ
ス
の
滝た

き

に
自じ

生せ
い

し
て

い
た
約や

く

１
１
５
０
種し

ゅ

も
の
植

し
ょ
く

物ぶ
つ

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

現げ
ん

在ざ
い

で
は
集あ

つ

め
よ
う
も
な
い

貴き

重ち
ょ
うな
植

し
ょ
く

物ぶ
つ

標ひ
ょ
う

本ほ
ん

を
本ほ

ん

に
し

た
も
の
。
０
８
年ね

ん

に
橋は

し

本も
と

氏し

が
亡な

く
な
り
、
１
０
年ね

ん

に
当と

う

時じ

の
越こ

し

村む
ら

健け
ん

治じ

会か
い

長ち
ょ
うと
会か

い

員い
ん

ら
が
遺い

稿こ
う

を
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

し
よ
う
と

『
イ
チ
ョ
ウ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
を
立た

ち
上あ

げ
た
。

　

出
し
ゅ
っ

版ぱ
ん

記き

念ね
ん

会か
い

で
は
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

者し
ゃ

へ
の
本ほ

ん

の
贈ぞ

う

呈て
い

、
橋は

し

本も
と

氏し

と

の
思お

も

い
出で

を
語か

た

り
合あ

う
お
茶ち

ゃ

会か
い

が
予よ

定て
い

さ
れ
て
い
る
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
６
日か

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
吉よ

し

岡お
か

会か
い

長ち
ょ
う、
山や

ま

内う
ち

み

ど
り
、
川か

わ

上か
み

久ひ
さ

子こ

会か
い

計け
い

担た
ん

当と
う

は
「
先せ

ん

生せ
い

の
最さ

い

後ご

の
夢ゆ

め

を
と

う
と
う
叶か

な

え
る
こ
と
が
で
き

た
。
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

会か
い

で
販は

ん

売ば
い

も
行お

こ

な
う
の
で
、
ぜ
ひ
お
越こ

し

く
だ
さ
い
」
と
来ら

い

場じ
ょ
う

を
呼よ

び
か
け
た
。
問と

い
合あ

わ
せ
は

（
１
１
・
２
５
２
２
・
８
２
９

９
）
ま
で
。

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
皆み

な

さ
ん

会か
い

長ち
ょ
う）
は
１
１

日に
ち

午ご
ご後
２
時じ

か

ら
、
創そ

う

設せ
つ

者し
ゃ

の

故こ

橋は
し

本も
と

梧ご

郎ろ
う

氏し

の
遺い

稿こ
う

『
湖こ

水す
い

に
眠ね

む

る
セ
ッ

テ
・
ケ
ー
ダ
ス

の
植

し
ょ
く

物ぶ
つ

』
第だ

い

１

巻か
ん

の
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

記き

念ね
ん

会か
い

を
同ど

う

研け
ん

究
き
ゅ
う

会か
い

会か
い

館か
ん

（R
ua 

J
a
i
m
e 
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1908 年
ねん

に第
だい

１回
かい

移
い

民
みん

船
せん

「笠
かさ

戸
と

丸
まる

」がサントスに着
ちゃっ

港
こう

し、沖
おき

縄
なわ

県
けん

移
い

民
みん

325 人
にん

がブラジルの地
ち

を踏
ふ

んでから
110 年

ねん

――約
やく

190 万
まん

人
にん

と言
い

われるブラジル日
にっ

系
けい

人
じん

のうち約
やく

１割
わり

を占
し

め、大
おお

きな存
そん

在
ざい

感
かん

を持
も

つ沖
おき

縄
なわ

系
けい

コミュ
ニティ。その中

ちゅう

核
かく

組
そ

織
しき

、ブラジル沖
おき

縄
なわ

県
けん

人
じん

会
かい

（島
しま

袋
ぶくろ

栄
えい

喜
き

会
かい

長
ちょう

）は「ブラジル沖
おき

縄
なわ

県
けん

人
じん

移
い

民
みん

110 周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

祝
しゅく

典
てん

」を８月
がつ

３、４、５の３日
か

間
かん

、聖
せい

市
し

の本
ほん

部
ぶ

会
かい

館
かん

や州
しゅう

議
ぎ

会
かい

、ビラ・カロン区
く

、ジアデマ市
し

などで盛
せい

大
だい

に挙
きょ

行
こう

した。国
こく

外
がい

からは母
ぼ

県
けん

の慶
けい

祝
しゅく

団
だん

一
いっ

行
こう

はじめ、米
べい

国
こく

ハワイやアルゼンチン、ペルー、ボリビアなどから総
そう

勢
ぜい

500
人
にん

近
ちか

くが訪
おとず

れ、国
こっ

境
きょう

を越
こ

えたウチナーンチュの絆
きずな

を深
ふか

めると共
とも

に次
じ

世
せ

代
だい

へのウチナー精
せい

神
しん

の継
けい

承
しょう

を誓
ちか

った。

年ね
ん

に
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

が
大お

お

き
な
夢ゆ

め

と
希き

望ぼ
う

を
胸む

ね

に
笠か

さ

戸と

丸ま
る

か
ら

ブ
ラ
ジ
ル
の
大だ

い

地ち

に
降お

り
立た

っ

て
か
ら
、
先せ

ん

人じ
ん

達た
ち

は
互た

が

い
に

助た
す

け
合あ

い
、
幾い

く

多た

の
困こ

ん

難な
ん

を

乗の

り
越こ

え
、
今こ

ん
 
に
ち日
の
県け

ん

系け
い

人じ
ん

社し
ゃ

会か
い

繁は
ん

栄え
い

の
基き

盤ば
ん

を
築き

ず

か
れ

ま
し
た
。
そ
の
御ご

労ろ
う

苦く

に
対た

い

し
深ふ

か

く
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う

し
ま
す
。

 

今こ
ん
に
ち日
、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

系け
い

人じ
ん

の
皆み

な

様さ
ま

が
ブ
ラ
ジ
ル
の
社し

ゃ

会か
い

に
深ふ

か

く

根ね

を
下お

ろ
し
、
政せ

い

治じ

・
経け

い

済ざ
い

、

教き
ょ
う

育い
く

・
文ぶ

ん

化か

等な
ど

様さ
ま

々ざ
ま

な
分ぶ

ん

野や

で
活か

つ

躍や
く

し
、
同ど

う

国こ
く

の
発は

っ

展て
ん

に
寄き

与よ

さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、

私わ
た
し
た
ち
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

民み
ん

に
と
っ
て

も
大お

お

き
な
誇ほ

こ

り
で
あ
り
ま
す
。

 

県け
ん

系け
い

人じ
ん

の
皆み

な

様さ
ま

の
御ご

活か
つ

躍や
く

は
、
各か

く

人じ
ん

の
御ご

努ど

力り
ょ
くは
も

と
よ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
連れ

ん

邦ぽ
う

共
き
ょ
う

和わ

国こ
く

の
関か

ん

係け
い

各か
く

位い

の
御ご

理り

解か
い

と
御ご

支し

援え
ん

が
あ
っ
た
こ
と
が

大お
お

き
い
も
の
と
考か

ん
が

え
て
お
り

ま
す
。
改あ

ら
た

め
て
ブ
ラ
ジ
ル
の

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

系け
い

人じ
ん

の
皆み

な

様さ
ま

に
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う

す
る
と
と
も
に
、
ブ
ラ

ジ
ル
連れ

ん

邦ぽ
う

共き
ょ
う

和わ

国こ
く

の
関か

ん

係け
い

各か
く

位い

に
対た

い

し
、
深ふ

か

く
感か

ん

謝し
ゃ

の
意い

を
表ひ

ょ
う

し
ま
す
。 

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

で
は
、
県け

ん

民み
ん

や
海か

い

は
い
さ
い 

ぐ
す
ー
よ
ー 

ち
ゅ
ー
う
が
な
び
ら

外が
い

移い

民み
ん

と
そ
の
子し

孫そ
ん

、
ま
た

沖お
き

縄な
わ

に
強つ

よ

い
想お

も

い
を
寄よ

せ
る

全す
べ

て
の
人ひ

と

々び
と

を
つ
な
げ
る
「
ウ

チ
ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
、

今こ
ん

後ご

も
継け

い

承し
ょ
うさ
れ
、
発は

っ

展て
ん

し

て
い
く
よ
う
願ね

が

い
を
込こ

め
て
、

１
０
月が

つ

３
０
日に

ち

を
「
世せ

界か
い

の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
日ひ

」
に
制せ

い

定て
い

し
ま
し
た
。
昨さ

く

年ね
ん

度ど

ブ
ラ

ジ
ル
で
は
、
第だ

い

１
回か

い

世せ

界か
い

の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
日ひ

祝し
ゅ
く

賀が

会か
い

や
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
芝し

ば

居い

公こ
う

演え
ん

が
行お

こ
な

わ
れ
る
な
ど
、
想お

も

い

を
つ
な
ぐ
取と

り
組く

み
が
世せ

界か
い

に
広ひ

ろ

が
っ
て
い
ま
す
。 

　

ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

系け
い

人じ
ん

の

翁お

長な
が

雄た
け

志し

県け
ん

知ち

事じ

（
直

ち
ょ
く

後ご

の

８
日か

に
急

き
ゅ
う

逝せ
い

）
の
挨あ

い

拶さ
つ

文ぶ
ん

を

富と
み

川か
わ

盛も
り

武た
け

副ふ
く

知ち

事じ

が
代だ

い

読ど
く

し

た
。新し

ん

里ざ
と

米よ
ね

吉き
ち

県け
ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
うは

「
国こ

く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
うに
最さ

い

大だ
い

限げ
ん

の
努ど

力り
ょ
くを
傾け

い

注ち
ゅ
うす
る
」と
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
。

　

表
ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

式し
き

で
は
県け

ん

人じ
ん

会か
い

本ほ
ん

今
こん

後
ご

ますますの発
はっ

展
てん

を祈
いの

り、節
ふし

目
め

の年
とし

に祝
しゅく

杯
はい

をあげた

皆み
な

様さ
ま

に
は
、
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を

契け
い

機き

と
し
て
、
次じ

世せ

代だ
い

へ
の

沖お
き

縄な
わ

文ぶ
ん

化か

継け
い

承し
ょ
うや
、
世せ

代だ
い

や

地ち

域い
き

を
超こ

え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構こ

う

築ち
く

に
よ
り
益ま

す

々ま
す

活か
っ

発ぱ
つ

に
活か

つ

動ど
う

さ
れ
る
こ
と
を
御ご

期き

待た
い

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

結む
す

び
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

並な
ら

び
に
ブ
ラ
ジ

ル
連れ

ん

邦ぽ
う

共き
ょ
う

和わ

国こ
く

の
一い

っ

層そ
う

の

御ご

繁は
ん

栄え
い

と
皆み

な

様さ
ま

の
益ま

す

々ま
す

の

御ご

健け
ん

勝し
ょ
う、
御ご

活か
つ

躍や
く

を
祈き

念ね
ん

申も
う

し
上あ

げ
、
祝し

ゅ
く

辞じ

と
い
た

し
ま
す
。

　

い
っ
ぺ
ー
に
ふ
ぇ
ー
で
ー

び
る
！

　

３
日か

に
聖せ

い

州し
ゅ
う

議ぎ

会か
い

で
行

お
こ
な

わ
れ
た
「
慶け

い

祝し
ゅ
く

議ぎ

会か
い

」
は
、

西に
し

本も
と

エ
リ
オ
州

し
ゅ
う

議ぎ

、
羽は

藤と
う

譲じ
ょ
う

二じ

州し
ゅ
う

議ぎ

、
キ
ク
ト
メ
・

ペ
ド
ロ
州

し
ゅ
う

議ぎ

の
尽じ

ん

力り
ょ
くに
よ
り

開か
い

催さ
い

さ
れ
た
。
州

し
ゅ
う

議ぎ

会か
い

よ
り

翁お

長な
が

雄た
け

志し

知ち

事じ

、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

に
聖せ

い

州し
ゅ
う

名め
い

誉よ

功こ
う

労ろ
う

章
し
ょ
う

を
授じ

ゅ

与よ

。
ま
た
母ぼ

県け
ん

か
ら
は

１
０
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

４

人に
ん

、
９
０
〜
９
９
歳さ

い

ま
で
の

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

１
１
９
人に

ん

、
功こ

う

労ろ
う

者し
ゃ

１
４
人に

ん

に
対た

い

し
て
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うが
行

お
こ
な

わ
れ
た
。

　

富と
み

川か
わ

副ふ
く

知ち

事じ

は
「
幾い

く

多た

の
困こ

ん

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
、

１
０
０
、９
０

歳さ
い

を
越こ

え
る
ま

で
健す

こ

や
か
に
活か

つ

動ど
う

さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
多お

お

く

の
人ひ

と

に
元げ

ん

気き

を

与あ
た

え
る
も
の
で

あ
り
、
健け

ん

康こ
う

長
ち
ょ
う

里ざ
と

県け
ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
う

も
「
長な

が

き

に
渡わ

た

り
県け

ん

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
母ぼ

県け
ん

と
の
親し

ん

睦ぼ
く

や
支し

援え
ん

、
友ゆ

う

好こ
う

関か
ん

係け
い

強き
ょ
う

化か

に
尽じ

ん

力り
ょ
くし
て
頂い

た
だ

い
た
。
県け

ん

系け
い

社し
ゃ

会か
い

が
高た

か

く
評ひ

ょ
う

価か

さ
れ

て
い
る
の
は
皆み

な

様さ
ま

の
賜た

ま

物も
の

」

と
賞し

ょ
う

賛さ
ん

し
た
。

　

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

特と
く

別べ
つ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

者し
ゃ

を
代だ

い

表ひ
ょ
う

し
て
山や

ま

城し
ろ

勇い
さ
む

さ
ん

（
８
９
）
は
、「
移い

民み
ん

５
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

の
５
８
年ね

ん

に
移い

民み
ん

し
、

当と
う

時じ

、
大た

い

変へ
ん

な
祝

し
ゅ
く

福ふ
く

ム
ー
ド

に
沸わ

い
て
い
た
の
を
今い

ま

で
も

覚お
ぼ

え
て
い
る
。
あ
れ
か
ら
早は

や
６
０
年ね

ん

。
今こ

ん

日に
ち

が
あ
る
の

も
先せ

ん

人じ
ん

の
お
か
げ
」
と
感か

ん

慨が
い

深ぶ
か

げ
に
語か

た

っ
た
。

　

同ど
う

日じ
つ

、慶け
い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

一い
っ

行こ
う

ら
は
、

聖せ
い

市し

庁ち
ょ
う

舎し
ゃ

に
て
ブ
ル
ー
ノ
・

コ
バ
ス
市し

長ち
ょ
う、
バ
ン
デ
イ
ラ

ン
テ
ス
宮き

ゅ
う

に
て
マ
ル
シ
オ
・

フ
ラ
ン
サ
州

し
ゅ
う

知ち

事じ

を
表

ひ
ょ
う

敬け
い

訪ほ
う

問も
ん

。
州

し
ゅ
う

知ち

事じ

か
ら
は
、
翁お

長な
が

知ち

事じ

の
代だ

い

理り

と
し
て
富と

み

川か
わ

副ふ
く

知ち

事じ

に
対た

い

し
グ
ラ
ン
ク
ル
ー

ス
・
ダ
・
オ
ー
ル
デ
ン
・
ド
・

イ
ピ
ラ
ン
ガ
最さ

い

高こ
う

勲く
ん

章し
ょ
う、
新し

ん

里ざ
と

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
う、
城し

ろ

間ま

市し

長ち
ょ
う、

翁お

長な
が

俊し
ゅ
ん
え
い英
市し

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
う、
島し

ま

袋ぶ
く
ろ

会か
い

長ち
ょ
うに
も
別べ

つ

の
勲く

ん

章し
ょ
うが
授じ

ゅ

与よ

さ
れ
た
。

                                 

ブ
ラ
ジ
ル
沖お
き
縄な
わ
県け
ん
人じ
ん
会か
い                  

ブ
ラ
ジ
ル
沖お
き
縄な
わ
文ぶ
ん
化か
セ
ン
タ
ー
会か
い
長ち
ょ
う
　

 

島し
ま

袋ぶ
く
ろ

栄え
い

喜き

ケーキカットも

部ぶ

・
支し

部ぶ

功こ
う

労ろ
う

者し
ゃ

、
移い

民み
ん

資し

料り
ょ
う

収し
ゅ
う
し
ゅ
う
集
・
保ほ

管か
ん

功こ
う

労ろ
う

者し
ゃ

、

各か
く

支し

部ぶ

婦ふ

人じ
ん

会か
い

、
海か

い

外が
い

特と
く

別べ
つ

功こ
う

労ろ
う

者し
ゃ

合あ

わ
せ
て
、
６
１
の

個こ

人じ
ん

・
団だ

ん

体た
い

に
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

状じ
ょ
うが
授じ

ゅ

与よ

さ
れ
た
。

　

節ふ
し

目め

を
祝し

ゅ
く

し
て
鏡か

が
み

開び
ら

き
、

　

ハ
イ
サ
イ
グ
ス
ー
ヨ
ー

チ
ュ
ー
ウ
ガ
ナ
ビ
ラ
。
ハ
ル

バ
ル
遠え

ん

方ぽ
う

カ
ラ
メ
ン
ソ
ー
チ

ク
ミ
ソ
ー
チ
イ
ッ
ペ
ー
ニ
ヘ
ー

デ
ー
ビ
ル
。

本ほ
ん

日じ
つ 

ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
開か

い

催さ
い

す
る
に
当あ

た
り
、

母ぼ

県け
ん

沖お
き

縄な
わ

を
は
じ
め
、
ハ
ワ

イ
、
北ほ

く

米べ
い

、
隣り

ん

国こ
く

ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
、
ボ
リ
ビ
ア
、
ぺ
ル
ー

そ
の
他ほ

か

の
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

を
お
迎む

か

え

し
、
ま
た
当と

う

ブ
ラ
ジ
ル
側が

わ

か
ら

は
各か

く

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
代だ

い

表ひ
ょ
う、
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う、
更さ

ら

に
わ
が
県け

ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

員い
ん

多た

数す
う

の
皆み

な

様さ
ま

ご
列れ

っ

席せ
き

の

下も
と

に
、こ
の
様よ

う

に
盛せ

い

大だ
い

な
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
開か

い

催さ
い

で
き
ま
す
こ
と
は

我わ
れ

々わ
れ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
大お

お

き
な
喜よ

ろ
こ

び
と

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
心こ

こ
ろ

よ
り

感か
ん

謝し
ゃ

御お
ん

礼れ
い

を
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

歴れ
き

史し

を
振ふ

り
返か

え

り
、
私わ

た
し

た

ち
の
先せ

ん

祖ぞ

が
あ
ら
ゆ
る
困こ

ん

難な
ん

に

直ち
ょ
く

面め
ん

し
た
道み

ち

の
り
を
考か

ん
が

え
た

時と
き

、
感か

ん

謝し
ゃ

の
念ね

ん

に
胸む

ね

が
熱あ

つ

く

な
り
ま
す
。
多お

お

く
の
人ひ

と

々び
と

が
夢ゆ

め

は
か
な
く
志

こ
こ
ろ
ざ
し

途と

中ち
ゅ
うで
斃た

お

れ
ま

し
た
。
生い

き
延の

び
た
先せ

ん

人じ
ん

た

ち
も
筆ひ

つ

舌ぜ
つ

に
尽つ

く
し
が
た
い

艱か
ん

難な
ん

辛し
ん

苦く

に
堪た

え
、
い
ば
ら
の

道み
ち

を
切き

り
拓ひ

ら

い
て
来き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
今い

ま

我わ
れ

々わ
れ

は
、
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
が
血ち

と
汗あ

せ

と
涙な

み
だ

で
築き

ず

か

れ
た
基き

盤ば
ん

の
上う

え

に
立た

っ
て
お
り

ま
す
。
彼か

れ

ら
の
子し

孫そ
ん

で
あ
る

我わ
れ

々わ
れ

は
、
農の

う

業ぎ
ょ
う、
ビ
ジ
ネ
ス
、

医い

学が
く

、
教

き
ょ
う

育い
く

、
政せ

い

治じ

、
司し

法ほ
う

な
ど
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

の
広ひ

ろ

い
分ぶ

ん

野や

で
活か

つ

躍や
く

し
、
社し

ゃ

会か
い

の
進し

ん

歩ぽ

と
幸こ

う

福ふ
く

に
貢こ

う

献け
ん

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ジ
ル
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
今こ

ん
に
ち日
の
発は

っ

展て
ん

と
繁は

ん

栄え
い

は
、
そ
の
団だ

ん

結け
つ

力り
ょ
く、

組そ

織し
き

力り
ょ
く、
沖お

き

縄な
わ

芸げ
い

能の
う

文ぶ
ん

化か

の

力ち
か
ら、
相そ

う

互ご

扶ふ

助じ
ょ

の
精せ

い

神し
ん

が
基き

礎そ

と
な
っ
て
い
る
と
思お

も

う
も
の

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
根こ

ん

底て
い

に
は
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
が
伝で

ん

承し
ょ
うし
て
く

れ
た
心こ

こ
ろ

の
遺い

産さ
ん

、
イ
チ
ャ
リ

バ
チ
ョ
ー
デ
ー
・
ユ
イ
マ
ア
ー

ル
・
チ
ム
グ
ク
ル
の
ウ
チ
ナ
ー

ン
チ
ュ
の
伝で

ん

統と
う

的て
き

精せ
い

神し
ん

が
大お

お

き
く
反は

ん

映え
い

さ
れ
て
い
る
と
思お

も

い
ま
す
。
そ
し
て
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
団だ

ん

結け
つ

力り
ょ
くは
、
今い

ま

で
は
日に

っ

系け
い

コ
ロ
ニ
ア
社し

ゃ

会か
い

か
ら
も
認に

ん

識し
き

さ
れ
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

全ぜ
ん

体た
い

に

も
力ち

か
ら

を
発は

っ

揮き

す
る
新あ

ら

た
な
時じ

代だ
い

を
迎む

か

え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

の
心こ

こ
ろ

を
教お

し

え
育は

ぐ
く

ん
で
く
れ
た

先せ
ん

人じ
ん

の
ご
苦く

労ろ
う

と
信し

ん

念ね
ん

に
報む

く

い
る
た
め
に
我わ

れ

々わ
れ

は
、
そ
の

精せ
い

神し
ん

的て
き

遺い

産さ
ん

を
継け

い

承し
ょ
うし
、
新

あ
た
ら

し
い
時じ

代だ
い

を
担に

な

う
若わ

か

者も
の

た
ち

に
こ
れ
を
伝で

ん

承し
ょ
う

し
い
く
こ
と

が
大お

お

き
な
課か

題だ
い

で
あ
り
責せ

き

任に
ん

だ
と
思お

も

い
ま
す
。

　

そ
れ
を
成な

し
遂と

げ
る
た
め

に
は
、
母ぼ

県け
ん

沖お
き

縄な
わ

と
の
太ふ

と

い
繋つ

な

が
り
が
不ふ

可か

欠け
つ

で
す
。
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

制せ
い

度ど

、
ジュ
ニ
ア
・
ス
タ

デ
ィ
ー
、
市し

町ち
ょ
う

村そ
ん

研け
ん

修し
ゅ
う

制せ
い

度ど

が
若わ

か

い
ブ
ラ
ジ
ル
の
ウ
チ
ナ
ー

ン
チ
ュの
心こ

こ
ろの
底そ

こ

に
眠ね

む

っ
て
い
る

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
精せ

い

神し
ん

を
呼よ

び
起お

こ
し
育は

ぐ
く

む
上う

え

で
、
大お

お

き
な

力ち
か
らと
な
って
お
り
ま
す
。

　

南な
ん

米べ
い

で
は
、
先せ

ん

輩ぱ
い

た
ち
が

努ど

力り
ょ
くし
て
将

し
ょ
う

来ら
い

を
視し

野や

に
入は

い

れ
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ボ
リ
ビ

ア
、
ペ
ル
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
四よ

ん

ヶ

国こ
く

の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
若わ

か

者も
の

た

ち
が
、
年ね

ん

に
一い

ち

度ど

交こ
う

流り
ゅ
うし
ニ
セ

タ
ー
ツ
ア
ー
と
言い

う
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形け

い

成せ
い

し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
す
で
に
６
回か

い

目め

を
数か

ぞ

え
た
世せ

界か
い

の
ウ
チ
ナ
ー

ン
チュ
大た

い

会か
い

と
連れ

ん

動ど
う

し
て
益ま

す

々ま
す

重じ
ゅ
う

要よ
う

な
意い

義ぎ

を
持も

つ
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
の
若わ

か

者も
の

た

ち
が
ウ
チ
ナ
ー
ン
チュで
あ
る
こ

と
に
自じ

信し
ん

と
誇ほ

こ

り
を
も
ち
、
世せ

界か
い

的て
き

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形け

い

成せ
い

し
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュの
教お

し

え
を

も
って
社し

ゃ

会か
い

に
貢こ

う

献け
ん

し
て
い
く

よ
う
心こ

こ
ろ

か
ら
願ね

が

って
お
り
ま
す
。

　

結む
す

び
に
あ
た
り
、
遠え

ん

方ぽ
う

か

ら
の
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

ご
一い

っ

行こ
う

の
皆み

な

さ

ん
、
並な

ら

び
に
コ
ロ
ニ
ア
各か

く

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

、
そ
し
て
会か

い

員い
ん

各か
く

位い

の

益ま
す

々ま
す

の
ご
健け

ん

勝し
ょ
うを
祈き

念ね
ん

申も
う

し

上あ

げ
、
私わ

た
し

の
挨あ

い

拶さ
つ

と
さ
せ
て

頂い
た
だき
ま
す
。

イ
ッ
ペ
ー
ニ
へ
ー
デ
ー
ビ
ル

　

翁お

長な
が

知ち

事じ

は
、
過か

去こ

４
度ど

も
ブ
ラ
ジ
ル
を
訪お

と
ず

れ
私わ

た
し

た
ち

を
激げ

き

励れ
い

し
て
下く

だ

さ
い
ま
し
た
。

ま
た
第だ

い

６
回か

い

世せ

界か
い

の
ウ
チ

ナ
ー
ン
チ
ュ
大た

い

会か
い

で
は
「
１
０

月が
つ

３
０
日に

ち　

世せ

界か
い

の
ウ
チ

ナ
ー
ン
チ
ュ
の
日ひ

」
を
制せ

い

定て
い

し
、
世せ

界か
い

の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

に
格か

く

別べ
つ

の
思お

も

い
を
も
っ
て
お
ら

れ
た
。
ど
ん
な
時と

き

に
も
ウ
チ

ナ
ー
ン
チ
ュ
の
心こ

こ
ろ

を
説と

き
、
ウ

チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
連れ

ん

帯た
い

と
結け

っ

束そ
く

を
訴う

っ
た

え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

知ち

事じ

は
、
基き

地ち

問も
ん

題だ
い

な
ど

厳き
び

し
い
局

き
ょ
く

面め
ん

の
中な

か

で
、
苦く

労ろ
う

の

連れ
ん

続ぞ
く

で
あ
っ
た
と
思お

も

い
ま
す
。

私わ
た
した
ち
は
、
氏し

の
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
受う

け

継つ

ぎ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ウ
チ
ナ
ー

ン
チ
ュ
、
そ
し
て
世せ

界か
い

の
ウ
チ

ナ
ー
ン
チ
ュ
の
団だ

ん

結け
つ

の
た
め
に

微び

力り
ょ
くな
が
ら
尽つ

く
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
安や

す

ら
か
な
旅た

び

立だ

ち
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
遥は

る

か
ブ
ラ

ジ
ル
の
地ち

か
ら
ご
冥め

い

福ふ
く

を
祈い

の

り
、

哀あ
い

悼と
う

の
誠ま

こ
と

を
捧さ

さ

げ
ま
す
。

の
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
翁お

長な
が

県け
ん

知ち

事じ

よ
り
親し

ん

愛あ
い

の
情

じ
ょ
う

厚あ
つ

い
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
頂

い
た
だ

い
た
矢や

先さ
き

で
あ
り
、
ま
た
８
月が

つ

３
日か

の
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

特と
く

別べ
つ

議ぎ

会か
い

並な
ら

び
に
マ
ル
シ
オ
・
フ
ラ
ン
サ

州し
ゅ
う

知ち

事じ

よ
り
最さ

い

高こ
う

勲く
ん

章し
ょ
う「
グ

ラ
ン
ク
ル
ス
・
オ
ル
デ
ン
・
イ
ピ

ラ
ン
ガ
」
を
授じ

ゅ

与よ

さ
れ
た
ば
か

り
で
、
喜よ

ろ
こ

び
の
中な

か

の
悲か

な

し
み
と

な
り
、
無む

念ね
ん

の
思お

も

い
で一い

っ

杯ぱ
い

で
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
沖お
き
縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い・
ブ
ラ
ジ
ル
沖お
き
縄な
わ

文ぶ
ん

化か
セ
ン
タ
ー
会か
い
長ち
ょ
う
　

島し
ま

袋ぶ
く
ろ

栄え
い

喜き

　

突と
つ

然ぜ
ん

の
訃ふ

報ほ
う

に
接せ

っ

し
、
残ざ

ん

念ね
ん

こ
の
上う

え

な
い
思お

も

い
で
す
。

　

私わ
た
し

た
ち
は
、
去さ

る
８
月が

つ

５
日か

翁お

長な
が

雄た
け

志し

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

知ち

事じ

ご
逝せ

い

去き
ょ

へ
の
お
悔く

や
み
の
言こ

と

葉ば

ケ
ー
キ
カ
ッ
ト
の
後の

ち

、
昼ち

ゅ
う

食し
ょ
く

会か
い

に
。
琉り

ゅ
う

球き
ゅ
う

芸げ
い

能の
う

や
伯は

っ

国こ
く

民み
ん

族ぞ
く

芸げ
い

能の
う

な
ど
１
０
の

演え
ん

目も
く

が
披ひ

露ろ
う

さ
れ
、
最さ

い

後ご

は
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
で
熱ね

っ

気き

に
包つ

つ

ま
れ
、
大だ

い

団だ
ん

円え
ん

と
な
っ

た
。

フランコ・モントーロ講
こう

堂
どう

にて記
き

念
ねん

撮
さつ

影
えい

ご挨
あい

拶
さつ

特と
く

別べ
つ

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
慶け

い

祝し
ゅ
く

長ち
ょ
う

寿じ
ゅ

県け
ん

、９
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

１
２
３
人に

ん

を
表

ひ
ょ
う

彰
し
ょ
う

聖
せい

州
しゅう

議
ぎ

会
かい

心こ
こ
ろ

よ
り
感か

ん

謝し
ゃ

御お
ん

礼れ
い

を

申も
う

し
上あ

げ
ま
す

寿じ
ゅ

で
あ
る
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

の
誇ほ

こ

り
」

と
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

を
激げ

き

励れ
い

。
新し

ん

同ど
う

胞ほ
う

の
絆き

ず
な

で
世せ

界か
い

的て
き

人じ
ん

脈み
ゃ
く

形け
い

成せ
い

へ

次じ

世せ

代だ
い

に
ウ
チ
ナ
ー
精せ

い

神し
ん

継け
い

承し
ょ
う

を
！

デ
マ
市し

の
ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

文ぶ
ん

化か

セ
ン
タ
ー
で
５
日か

に
催も

よ
お

さ

れ
た
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

で
挨あ

い
 
さ
つ拶
し
た
。

約や
く

７
０
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

母ぼ

県け
ん

か
ら
も
祝

し
ゅ
く

辞じ

が
続つ

づ

き
、

500 人
にん

の一
いっ

糸
し

乱
みだ

れぬ沖
おき

縄
なわ

太
たい

鼓
こ

の演
えん

奏
そう

に沸
わ

いた（撮
さつ

影
えい

・望
もち

月
づき

二
じ

郎
ろう

）

慶
けい

祝
しゅく

団
だん

一
いっ

行
こう

も手
て

を振
ふ

りながら、意
い

気
き

揚
よう

々
よう

と行
こう

進
しん

した

い
る
」
と
訴う

っ
た

え
、「
若わ

か

者も
の

が
ウ

チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
教お

し

え
を
持も

っ

て
世せ

界か
い

的て
き

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形け
い

成せ
い

し
、
社し

ゃ

会か
い

に
貢こ

う

献け
ん

す
る

こ
と
を
願ね

が

っ
て
い
る
」
と
ジ
ア

　

島し
ま

袋ぶ
く
ろ

会か
い

長ち
ょ
うは
、
母ぼ

県け
ん

と
の

絆き
ず
なの
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

と
し
て
「
心こ

こ
ろ

の

底そ
こ

に
眠ね

む

っ
て
い
る
ウ
チ
ナ
ー
ン

チ
ュ
精せ

い

神し
ん

を
呼よ

び
起お

こ
し
て

育は
ぐ
くむ
上う

え

で
大お

お

き
な
力ち

か
ら

に
な
っ
て

同ど
う

一い
ち

連れ
ん

の
記き

念ね
ん

祭さ
い

典て
ん

の
ハ
イ
ラ

イ
ト
は
、
ビ
ラ
・
カ
ロ
ン
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

支し

部ぶ

（
照て

る

屋や

武た
け

吉き
ち

会か
い

長ち
ょ
う）
主し

ゅ

催さ
い

「
第だ

い

１
６
回か

い

お

き
な
わ
祭ま

つ

り
」
で
４
日か

に
行

お
こ
な

わ
れ
た
総そ

う

勢ぜ
い

２
千せ

ん

人に
ん

の
記き

念ね
ん

パ
レ
ー
ド
だ
。
同ど

う

支し

部ぶ

は
、

支し

部ぶ

最さ
い

大だ
い

の
５
０
０
世せ

帯た
い

以い

上じ
ょ
うの
会か

い

員い
ん

を
有ゆ

う

し
、
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

芸げ
い

能の
う

・
文ぶ

ん

化か

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

拠き
ょ

点て
ん

だ
。

２
時じ

間か
ん

半は
ん

に
渡わ

た

る
パ
レ
ー
ド

で
は
、
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

文ぶ
ん

化か

が

繰く

り
広ひ

ろ

げ
ら
れ
た
。
パ
レ
ー

ド
は
約や

く

１
５
０
メ
ー
ト
ル
の

路ろ

上じ
ょ
うで
行お

こ
な

わ
れ
、
沿え

ん

道ど
う

に
は

日に
っ

伯ぱ
く

の
小

し
ょ
う

国こ
っ
き旗
を
手て

に
し
た

観か
ん

衆し
ゅ
うで
埋う

め
尽つ

く
さ
れ
た
。

午ご

後ご

３
時じ

過す

ぎ
、
母ぼ

県け
ん

か

ら
の
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

一い
っ

行こ
う

が
入

に
ゅ
う

場
じ
ょ
う

す
る
と
「
セ
ー
ジ
ャ
・
ベ
ン
・

ビ
ン
ド
（
よ
う
こ
そ
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
）
！
」
と
掛か

け
声ご

え

が
上あ

が
っ
た
。
獅し

子し

舞ま
い

、

ミ
ス
琉

り
ゅ
う

装そ
う

も
練ね

り
歩あ

る

い
て
観か

ん

衆し
ゅ
うの
目め

を
楽た

の

し
ま
せ
、
母ぼ

県け
ん

市し

町ち
ょ
う

村そ
ん

や
米べ

い

国こ
く

、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
、
ペ
ル
ー
、
ボ
リ
ビ
ア
、

台た
い

湾わ
ん

か
ら
の
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

傘さ
ん

下か

支し

部ぶ

が
各お

の

々お
の

の

旗は
た

を
持も

っ
て
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う
し
た
。
最さ

い

後ご

は
今こ

年と
し

の
聖せ

い

市し

カ
ー
ニ
バ

ル
で
優ゆ

う

勝し
ょ
うし
た
ア
カ
デ
ミ
コ

ス
・
ド
・
タ
ト
ァ
ペ
が
登と

う

場じ
ょ
う。

陽よ
う

気き

な
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
に

乗の

せ
ら
れ
た
観か

ん

衆し
ゅ
う

も
ス
テ
ッ

プ
を
踏ふ

ん
で
加く

わ

わ
る
な
ど
大だ

い

盛せ
い

況き
ょ
うで
幕ま

く

を
閉と

じ
た
。

新し
ん

崎ざ
き

盛も
り

義よ
し

マ
リ
オ
同ど

う

祭さ
い

実じ
っ

熱ね
っ

狂き
ょ
う

！

県け
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

が
盛せ

い

大だ
い

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
ま

す
こ
と
を
心

こ
こ
ろ

か
ら
お
祝い

わ

い

申も
う

し
上あ

げ
ま

す
。

　

１
９
０
８

沖
おき

縄
なわ

県
けん

知
ち

事
じ

翁
お

長
なが

雄
たけ

志
し

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

は
「
今こ

ん

回か
い

は
百

ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

パ
レ
ー
ド
よ
り
大だ

い

規き

模ぼ

だ
っ
た
。
こ
れ
だ
け
の
琉

り
ゅ
う

球
き
ゅ
う

文ぶ
ん

化か

の
素す

晴ば

ら
し
さ
、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

の
規き

模ぼ

に
胸む

ね

が
熱あ

つ

く
な
っ

た
」
と
笑え

顔が
お

を
見み

せ
た
。

熱熱熱
ブラジル沖

おき

縄
なわ

県
けん

移
い

民
みん

       周
しゅう

年
ねん

       周110
総そ

う

勢ぜ
い    

人に
ん

の
大だ

い

パ
レ
ー
ド

国
こっ

境
きょう

越
こ

える
ウチナーンチュ

2000
若わ

か

手て

活か
つ

躍や
く

、琉り
ゅ
う

球き
ゅ
う

文ぶ
ん

化か

に
酔よ

い
し
れ

祝
しゅく

辞
じ

　

こ
の
度た

び

、
来ら

い

賓ひ
ん

各か
く

位い

の
御ご

臨り
ん

席せ
き

の
下も

と

、
ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ
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